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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

新
生
伊
賀
市
が
始
動
し
て
２
カ
月
が
経
過
を
い
た
し
ま
し
た

が
、
私
が
選
挙
公
約
で
申
し
述
べ
ま
し
た
「
あ
な
た
と
共
に
、

躍
動
感
み
な
ぎ
る
、
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」
に
全
力
を
傾
注
し
て

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
た
め
の
４
つ
の
政
策
の
概
要
を
お
示

し
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
１
点
目
と
し
て
、「
自
然
と
共
生
す
る
健
康
で
安
全

快
適
な
ま
ち
づ
く
り
」
で
あ
り
ま
す
が
、
地
震
や
台
風
な
ど
の

自
然
災
害
、
防
犯
、
感
染
症
対
策
を
含
む
危
機
管
理
体
制
の
確

立
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す

る
「
健
康
21
計
画
」、

人

と

自
然

と
が
共
生
で
き
る

地
域
形
成
の
た
め
「
環
境
基
本
計
画
」、
部
落
差
別
を
は
じ
め

と
す
る
人
権
侵
害
の
解
決
を
図
る
「
人
権
施
策
総
合
計
画
」、

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
「
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
を

そ
れ
ぞ
れ
策
定
い
た
し
ま
す
。

２
点
目
と
し
て
、
人
づ
く
り
こ
そ
が
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
原

点
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、「
人
づ
く
り
と
文
化
交
流
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
目
指
し
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
一
体
と
な
り
、

子
ど
も
が
創
造
性
を
発
揮
で
き
る
教
育
環
境
を
整
備
し
、
地
域

社
会
が
総
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
生
み
、
育
て
や
す
い
環
境
づ
く

り
の
た
め
の
「
子
ど
も
健
全
育
成
条
例
」
を
制
定
し
ま
す
。

次
に
、
３
点
目
と
し
て
、「
次
世
代
へ
引
継
ぐ
べ
き
イ
ン
フ

ラ
」
の
整
備
で
す
が
、
特
に
、
Ｊ
Ｒ
関
西
本
線
の
単
線
非
電
化
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の
整
備
に
つ
い
て
、
10
年
後
を
目
途
に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
示
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
は
台
風
な
ど
に
よ
る
洪
水
被
害
が
全
国
各
地
で

頻
発
い
た
し
ま
し
た
が
、
本
市
に
お
い
て
、
こ
の
様
な
被
害
を

起
こ
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
川
上
ダ
ム
の
早
期
建
設
を
関
係
機

関
へ
強
く
要
望
を
行
な
い
ま
す
と
と
も
に
、
水
源
地
域
整
備
計

画
事
業
の
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

道
路
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
重
要
な
社

会
基
盤
で
あ
り
ま
す
の
で
、
国
、
県
と
も
十
分
協
議
を
行
い
、

整
備
促
進
に
努
め
ま
す
。

４
点
目
と
し
て
、「
地
域
経
済
を
支
え
る
複
合
産
業
振
興
」

と
し
て
、
農
村
面
積
が
大
変
広
い
伊
賀
市
に
と
っ
て
、
農
村
の

活
性
化
の
推
進
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
の
で
、
行
政
や
地

域
の
役
割
を
明
確
に
し
、
ま
た
、
画
一
的
で
な
く
、
地
域
の
文

化
、
歴
史
や
個
性
を
生
か
せ
る
内
容
の
「
地
域
活
性
化
条
例
」

を
３
月
議
会
で
の
制
定
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
若
年
層
の
定

着
と
雇
用
の
創
出
の
た
め
、
中
部
圏
と
関
西
圏
の
結
束
点
と
い

う
地
理
的
優
位
性
を
活
か
し
た
一
大
物
流
基
地
の
建
設
と
企
業

立
地
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
申
し
述
べ
ま
し
た
、
こ
れ
ら
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
中
に
策
定
し
ま
す
「
伊
賀
市
総
合
計
画
」
に
費
用
、
財
源
、

時
期
な
ど
を
可
能
な
限
り
明
記
し
、
行
政
か
ら
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
と
し
て
、
市
民
の
皆
様
に
お
示
し
い
た
し
ま
す
。

今
後
、
私
に
課
せ
ら
れ
た
職
責
を
誠
実
に
務
め
、
市
民
の
皆

様
が
住
み
続
け
た
く
な
る
よ
う
な
伊
賀
市
の
創
造
に
向
け
、
課

題
を
先
送
り
せ
ず
、
着
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
決
意
を

申
し
上
げ
、
新
年
に
あ
た
っ
て
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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と
思
い
ま
す
。

昨
年
末
、
12
月
に
開
催
し
ま
し
た
初
の
定
例
議
会
に
お
い
て
、

16
年
度
に
お
け
る
各
市
町
村
の
継
続
的
事
業
は
す
べ
て
採
決
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
市
民
全
員
が
こ
の
町
に
住
ん
で
よ

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

議
会
と
し
て
も
皆
様
の
期
待
に
添
う
べ
く
努
め
て
ま
い
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
か
本
年
も
格
別
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
市
民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
年
頭
に
当
た
っ
て
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
２
０
０
５
年
元
旦
を
ご
家
族
お
揃
い
で
迎
え
ら
れ

ま
し
た
こ
と
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
国
外
に
お
い
て
は
イ
ラ
ク
問
題

を
は
じ
め
と
し
て
、
世
界
は
激
動
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
１
日

も
早
く
平
和
な
世
界
を
望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

我
が
国
に
お
き
ま
し
て
は
、
地
球
温
暖
化
傾
向
と
も
い
わ
れ
、

連
続
し
て
の
台
風
に
よ
る
集
中
豪
雨
に
よ
る
被
害
、
ま
た
一
方
、

新
潟
中
越
地
方
を
中
心
と
し
た
地
震
に
よ
る
被
害
等
、
多
く
の

尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
こ
と
は
誠
に
痛
ま
し
い
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
国
内
の
経
済
状
勢
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
来
よ
り

少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
不
況
の
中
か
ら
回
復
基
調
の
兆

し
が
あ
る
と
言
わ
れ
、
特
に
製
造
業
に
お
き
ま
し
て
は
明
る
さ

が
見
え
は
じ
め
て
お
り
ま
す
が
、
私
達
の
住
む
地
方
都
市
に
と

り
ま
し
て
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

国
が
三
位
一
体
の
改
革
（
税
源
移
譲
、
補
助
金
の
削
減
、
交
付

金
の
減
額
）
を
実
施
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
様
な
中
で
、
地
方
分
権
社
会
が
推
進
さ
れ
る
に
あ
た
り
、

行
政
改
革
の
手
法
と
し
て
、
ま
た
町
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
１

市
３
町
２
村
が
合
併
し
、
昨
年
11
月
１
日
を
も
っ
て
新
し
く
伊

賀
市
（
人
口
約
10
万
３
千
人
）
と
し
て
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。

私
達
伊
賀
市
に
住
む
者
に
と
り
ま
し
て
は
、
す
ば
ら
し
い
出
来

事
で
あ
り
、
将
来
に
向
か
っ
て
大
き
な
期
待
を
持
た
れ
て
い
る



44広報いが市
2005. 1. 5

小林累美さん（上野西大手町）・西口直希さん（服部町）
Live満員御礼。
音楽で伊賀市を盛り上げます！

後列左から上田彩可さん（上阿波）砂川亜紀さん（下阿波）中瑞季さん
（炊村）西尾咲さん（甲野）前列左から上田実穂さん（真泥）西澤尚美さん
（出後）杉本彩乃さん（千戸）杉内優さん（上阿波）
最後まであきらめない粘り強いチームになるゾ！！
スポーツの盛んな市になってほしいです☆

山口弘宣さん（千貝）
一人でも多くの愛好者を増や

し、生涯スポーツとして楽しいゲ
ートボールにしていきたいです。
伊賀市住民が早く一つの和にな
ることを望みます。

炭谷泰久さん（上阿波）
新鮮で美味しい椎茸やヒラタケを生産
して、たくさんの人に食べてもらいたい
ですね。
伊賀地域の農産物を伊賀ブランドとし
て全国に発信していきたいです。

尾崎圭胡さん（玉滝）
ミュージカルランドじゃめ・

びゅで裏方をしています。
文化芸能をもっと発展させて

いけたらいいなぁと思います。

抱抱抱抱負負負負 とととと

望望望望むむむむこここことととと
１日現在、県内で面積が2番目（東西約30 ・南
の都市となりました。
く～住み良さが実感できる自立と共生のまち～」
くりを進めていきます。
今年の抱負や伊賀市に望むこと（こんなまちにし
ました。
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今今今今年年年年のののの
伊伊伊伊賀賀賀賀市市市市にににに
昨年11月1日に伊賀市が誕生し、平成17年1月

北約40 558.17 人口規模では県内6番目
伊賀市の将来像である「ひとが輝く、地域が輝
を目指して、市民の皆さんとともに新しいまちづ
伊賀市として新しい年を迎え、市民の皆さんに
たい・こんなまちにしてほしいなど）をお聞きし

青山保健センター（阿保）
ストレッチ＆ウォーキングに参加の皆さん
温水プールが出来、一年を通して水泳ができるようになっ

たので、みんなで楽しい教室にしたいです。プールだけでな
く、エアロバイクなどの運動施設もあるので、皆さんもぜひ
来てくださいね。
今まで以上に、福祉の充実したまちにしてほしいです。

谷本晴美さん
（上野丸之内）
昨年、元気パワーアップ

教室に参加して、ひざの痛
みが和らぎました。今年も
一年、筋力トレーニングを
頑張りたいです。
若い人からお年寄りま

で、いきいきと暮らせるま
ちにしたいですね。

曽根麻里亜さん・朱鳥
あ と り

ちゃん（島ヶ原）
仕事に必要な資格試験に合格するようがんばります。わ
たしは、4月から小学校に入学するので、勉強とバレーを
がんばります。
子どもが安心して暮らせるまちが一番ですね。

左　今中美衣子さん・星
せい

奈
な

ちゃん・琉月
る な

ちゃん（川西）
右　塚脇麻衣子さん・志陽

し ょ う

ちゃん（川西）
子どもが安全で、安心して住めるようなまちにな

ってほしいです。
保育園でお友達をたくさんつくって、元気に笑顔

で一年を過ごしてほしいです。

加藤芳信さん（島ヶ原）
健康が一番。旅行が好きな
ので、今年は全国のお城巡り
をしたいと思っています。
伊賀は自然が豊かなところ
なので、この自然を大切にし
たまちづくりをしてほしいで
すね。



市の借金である市債の残高は、ここ数年間に実施
した大規模事業や合併推進のために借り入れた分が
急増したため、平成16年度末では、市民一人当た
り55万5,285円になる見込みです。

収入 
332億2,055万円 

15.4％ 

 

23.9％ 

34.7％ 

10.9％ 

11.4％ 

市民からの収入 
51億345万円 
 
 主な内容 
・税金（市民税、固定資産税など） 
・使用料、手数料（各種施設の使用 
　料、住民票交付の手数料など） 
・分担金、負担金（事業を実施するために 
　地域から負担していてだくお金など） 
　 

国からの収入 
79億3,380万円 
 主な内容 
・地方交付税（すべての自治体が一定の 
　サービスを行えるよう、国税の一定割 
　合を国から交付されるお金） 
・地方譲与税（国税のうちガソリン税、自動 
　車重量税の一部や三位一体の改革による税 
　源移譲分として国から交付されるお金） 
・国庫支出金（学校の建設や社会福祉関係 
　などの特定の事業に交付されるお金） 
 

市債　115億2,410万円 

 

学校、保育所、道路、下水道などの社会基盤 
整備のために市が借りるお金。 
この予算で市債の割合が大きい理由は、そのほと 
んどを平成17年3月～5月に借り入れるためです。 

県からの収入　36億802万円 
主な内容 
・地方消費税交付金（消費税の一部が 
　人口などに応じて交付されるお金） 
・自動車取得税交付金（自動車取得 
　税の一部が県から交付されるお金） 
・県支出金（農林関係や社会福祉関係などの 
　特定の事業に対し県から交付されるお金） 

 

その他の収入 
12億5,454万円 
主な内容 
・財産収入（市有の土地建物の貸付・売払収入や預金利子など） 
・貸付金元利収入（市が貸付を行っているものに対する貸付先からの返済金） 
・繰入金（市の貯金である財政調整基金や特定目的基金を取り崩して繰り入れるお金） 

平成16年度一般会計の予算額（収入） 

諸収入 
37億9,664万円 
旧6市町村などがなくなる平成 
16年10月31日時点で余った 
（収入が支出を上回った）お金 
（25億6,881万円）は諸収入 
として伊賀市で収入します。 
諸収入の割合が高いのはそのた 
めです。 
 

3.7％ 

伊
賀
市
が
平
成
16
年
度
に
行
う
事

業
の
も
と
に
な
る
平
成
16
年
度
予
算

が
12
月
の
定
例
市
議
会
で
決
ま
り
ま

し
た
。

一
般
的
な
施
策
を
進
め
る
た
め
の

「
一
般
会
計
予
算
」
は
、
３
３
２
億

２
０
５
４
万
８
千
円
で
、
国
民
健
康

保
険
事
業
な
ど
10
特
別
会
計
予
算
の

合
計
は
、
１
６
６
億
４
１
４
８
万
６

千
円
、
病
院
事
業
会
計
な
ど
４
つ
の

企
業
会
計
予
算
の
合
計
は
、
49
億
４

９
６
３
万
７
千
円
、
島
ヶ
原
財
産
区

特
別
会
計
と
大
山
田
財
産
区
特
別
会

計
の
２
つ
の
財
産
区
特
別
会
計
予
算

の
合
計
は
、
１
６
６
１
万
７
千
円
で
、

こ
れ
ら
を
合
わ
せ
た
伊
賀
市
の
予
算

総
額
は
５
４
８
億
２
８
２
８
万
８
千

円
と
な
り
ま
し
た
。予予予予算算算算概概概概要要要要

450億円 

500億円 

550億円 

600億円 

458億円 

482億円 487億円 

518億円 

573億円 

市債残高（市の借金） 

Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16末 
（見込み） 
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40億円 

80億円 

120億円 

160億円 

140億円 

136億円 

117億円 

94億円 

52億円 

基金残高（市の預貯金） 

Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16末 
（見込み） 

 

市の貯金である基金の残高は、各種事業を行うに
あたり、収入の不足を補うために大きく取り崩したた
め、平成16年度末では市民一人当たり5万311円
となる見込みです。

※どちらの数値も、全国で統一された統計に基づく普通会計ベースの数値です。
※平成12年度～15年度の数値は旧6市町村等の合併構成団体の数値を合計したものです。



支出 
332億2,055万円 

18.5％ 

12.2％ 

2.8％ 

16.7％ 

総務費 
61億3,816万円 
  選挙や総務・税務関係、庁舎・地区 
市民センターの維持管理などの費用 
 

衛生費 
24億9,146万円 
 市民の健康管理や、ごみ収 
集・し尿処理などの費用 
 
 

消防費　 
9億2,075万円 

 

幼稚園、小・中学校、 
公民館、図書館や 
スポーツ振興などの 
費用 

平成16年度一般会計の予算額（支出） 

17.1％ 

7.5％ 

民生費 
56億6,543万円 
 

 

子どもやお年寄り、体の不自由 
な方などの福祉のための費用 

土木費 
40億5,504万円 
 道路、公園、河川、 
下水道、住宅など 
の整備費用 

教育費 
55億9,081万円 
 

常備消防や消防団の費用 

公債費 
45億4,048万円 

旧市町村の決算前に金融機関 
などから借り入れたお金を返 
済する費用 

13.7％ 

諸支出金 
3億円 

市が借り入れたお金を 
返すための費用 

 その他 
6億7,889万円 
 議会、雇用関係、 

災害復旧の費用 

2,0％ 

0.9％ 

8.0％ 

0.6％ 

農林業費 
26億5,342万円 
 農業や林業関係の費用 

商工費 
1億8.611万円 
 商工業の振興や 
観光関係の費用 

区　分
国民健康保険事業特別会計
簡易水道事業特別会計
住宅新築資金等貸付事業特別会計
駐車場事業特別会計
老人保健特別会計
介護保険事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
公共下水道事業特別会計
浄化槽事業特別会計
サービスエリア特別会計
病院事業会計
水道事業会計
伊賀下水道事業会計
製材事業会計
島ヶ原財産区特別会計
大山田財産区特別会計

予算額
42億1,159万円
19億694万円
1億4,814万円
4,618万円

46億9,437万円
30億2,945万円
18億6,624万円
5億9,211万円
8,838万円
5,808万円

19億7,084万円
22億2,202万円
7億957万円
4,720万円
1,300万円
362万円

一般会計以外の予算

こ
の
予
算
は
平
成
16
年
11
月
か
ら

翌
年
３
月
ま
で
の
分
と
な
っ
て
お

り
、
旧
６
市
町
村
の
市
町
村
議
会
で

決
ま
っ
た
予
算
か
ら
、
平
成
16
年
10

月
31
日
ま
で
に
収
入
・
支
出
さ
れ
た

額
を
差
し
引
い
た
も
の
を
基
本
に
編

成
を
行
い
ま
し
た
。

予
算
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

伊伊伊伊賀賀賀賀市市市市のののの
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物件費 
48億円 
施設管理にかかる委託料 
や臨時職員の賃金などに 
かかる経費 

公債費 
45億円 
市の借入金の 
返済にかかる 
経費 

補助費等 
25億円 
さまざまな団体等 
に対する補助金な 
どにかかる経費 

その他 
39億円 
維持補修費や積立金、 
繰出金など 投資的経費 

107億円 
道路・下水道・学校 
などの建設事業にか 
かる経費 

歳出予算を経費の性質で分類すると、このようになります 
 

 

　32.1％ 

　14.5％ 
　13.9％ 

　13.7％ 

人件費 
46億円 
市長や職員の給料、 
議員報酬などにか 
かる経費 

　7.5％ 

　6.8％ 

　11.5％ 

扶助費 
22億円 
生活保護や児童・ 
高齢者対策などに 
かかる経費 

特
別
会
計
　
　
　
　
　
企
業
会
計
財
産
区

この予算で新たに計上した主な事業
は次のとおりです。
◎消防西部分署（仮称）整備事業

・・・・・1億5,117万円
伊賀市西部地域の防災拠点となる分署
を新設するための用地を購入します。
◎住民自治協議会設立交付金

・・・・・・・ 675万円
住民自治協議会設立当初の運営費を支
援するために交付します。
◎生活排水処理アクションプログラ
ム策定経費・・・・・・ 180万円
汚水処理施設の整備を計画的、効率的
に進めるためのものです。
◎中学校給食検討委員会経費

・・・・・・・ 31万円
上野地区の中学校の給食実施につい
て検討する経費です。
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名前：ジョン・チャールトン
生年月：1981年9月
血液型：AB型
出身地：ニューカッスル、英国
専攻： 経営学、日本語
趣味： サッカー、弓道、

フランス語
来日した理由：任天堂に勤めたかった
回転寿司で食べた皿の記録：16枚とケーキ1個
好きな食べ物：ソーセージ入りロールパン（英国）

お好み焼き（日本）
好きな飲み物：紅茶、ニューカッスル・

ブラウン・エール（ビール）
日本の中の一番好きな所：名古屋
カラオケでよく歌っている歌： ノルウェーの

ヘビーメタル

名前：パトリック・ジェイ
生年月：1973年7月
血液型：A型
出身地：ビクトリア、カナダ
専攻：アジア歴史、日本語
趣味：空手、バレーボール

来日した理由：空手と日本語を
勉強するため

回転寿司で食べた皿の記録：22枚と生ビール2杯
好きな食べ物：スモークサーモン（カナダ）

寿司（日本）
好きな飲み物：ウーロン茶、焼酎

日本の中の一番好きな所：群馬県の妙義山
カラオケでよく歌っている歌： 演歌

助
役
に
　
権
蛇
英
明
氏

内
保
博
仁
氏

収
入
役
に
角
田
康
一
氏

権蛇助役角田収入役 内保助役

12
月
８
日
の
定
例
市
議
会
本
会

議
で
、
助
役
に
旧
上
野
市
助
役
の

権
蛇
英
明
氏
と
旧
阿
山
町
長
の
内

保
博
仁
氏
、
収
入
役
に
旧
上
野
市

収
入
役
の
角
田
康
一
氏
を
選
任
す

る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

12
月
９
日
付
け
で
、
そ
れ
ぞ
れ

就
任
し
、
今
後
４
年
間
の
任
期
を

務
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

権
蛇
助
役
は
、
昭
和
41
年
に
三

重
県
職
員
と
な
り
、
伊
賀
県
民
局

長
な
ど
を
経
て
、
平
成
13
年
６
月

か
ら
旧
上
野
市
の
助
役
を
務
め
て

き
ま
し
た
。

内
保
助
役
は
、
昭
和
43
年
に
旧

阿
山
町
の
職
員
と
な
り
参
事
兼
総

務
課
長
な
ど
を
経
て
、
平
成
９
年

８
月
か
ら
旧
阿
山
町
長
に
就
任
、

２
期
７
年
を
務
め
て
き
ま
し
た
。

角
田
収
入
役
は
、
昭
和
49
年
に

旧
上
野
市
職
員
と
な
り
総
務
部
参

事
官
な
ど
を
経
て
、
平
成
13
年
６

月
か
ら
旧
上
野
市
収
入
役
を
務
め

て
き
ま
し
た
。
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新年あけましておめでとうございます。今月から毎
月一回「健康だより」を掲載し、皆さんの健康づくり
をサポートするための情報を発信していきます。
お正月には、お酒やごちそうで胃腸も弱りがちです

ね。そこで今回は、お正月中のごちそうによる胃の負
担をやわらげてくれる「七草粥、小豆粥」を紹介します。
■七草粥
一年の無病息災を願って１月7日に春の七草を使っ

て作る粥で、新年を無事に迎えられたことへの慶びを
こめた行事とされています。
●五節句のひとつ
１月7日は七草（人日）の節句ともいわれ、五節句

（3月3日桃の節句、5月5日端午の節句、7月7日七夕の
節句、9月9日重陽の節句）のひとつです。
●七草の種類
七草は、①せり、②なずな、③ごきょう、④はこべ

ら、⑤仏の座、⑥すずな、⑦すずしろの七草です。
七草を全部思い出せますか？
最近は、家庭で七草をそろえるのは難しいため、店

でセットになったものを利用したり、大根葉、小松菜、
ホーレン草、ミツバなど家で作った野菜やお好みの青
菜を入れるのも良いでしょう。七草粥は胃腸を休め、

ビタミン豊富な青菜で栄養のバランスを整える効果も
あります。秋の七草はどれも見て楽しむ植物なのに、
春の七草はすべてが食用とされており、昔の人の生活
の知恵は素晴らしいですね。
■小豆粥
日本古来の風習で、１月15日に「小豆粥」を食べて

小正月を祝うものです。なぜ、粥の中に小豆を入れる
のか？というのは、小豆の赤は太陽を意味し、この赤
い色を食べることにより、冬の寒い陰気を追い払い、
さらに邪気までも追い払うという意味が込められてい
ます。小豆には解毒作用や利尿作用があるので、自然
と昔の人は体の中の邪気を払う方法を見つけていたの
かもしれません。
●昔、粥は日常食
粥といえば病人食を思われがちですが、関西では

「京の白粥、大和の茶粥」「朝粥昼とび夕雑炊」の諺が
あるように昔は伊賀でも日常食でした。今でも二日酔
いの日に食べる朝粥は効果的な薬膳食です。冬期は体
が冷え、空気が乾燥するので風邪にかかりやすくなり
ます。正月のごちそうのあとや体力が低下した時は、
粥や雑炊など温かく消化吸収のよいものを食べて今年
も一年いきいきと健康に過ごしたいものですね。

（（（（社社社社））））伊伊伊伊賀賀賀賀市市市市シシシシルルルルババババーーーー人人人人材材材材セセセセンンンンタタタターーーー会会会会員員員員入入入入会会会会説説説説明明明明会会会会
豊富な経験・知識・技能を活かし、元気に働くことにより地域社会とのふれあいを高め、
生き生きとした生活を楽しみましょう
対象は健康で働く意欲のある60歳以上の方です。
市町村合併に伴い、シルバー人材センターも一つのセンターに統合することになり、
平成17年4月1日から（社）伊賀市シルバー人材センターとして発足します。
旧市町村単位で会員入会説明会を下記日程により行いますので、多数ご参加ください。

区　分

上野管内
青山管内
島ヶ原管内
阿山管内
伊賀管内
大山田管内

会場施設

伊賀市勤労者福祉会館
青山福祉センター教養娯楽室
島ヶ原支所会議室
阿山支所2階大会議室
伊賀支所農業総合センター大研修室
大山田農村環境改善センター2階大会議室

所在地

上野丸之内182-3
阿保1988-1
島ヶ原4913
馬場1128
下柘植728
平田650

日　時

1月18日（火）午後1時30分～
1月24日（月）午後1時30分～
1月26日（水）午後1時30分～
1月28日（金）午後1時30分～
2月 1日（火）午後1時30分～
2月 4日（金）午後1時30分～

【問い合わせ】
シルバー
人材センター
24ー5800

健康保険政策課健康推進係

滝原英子
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第５回みえ人権フォーラム

－２１世紀を人権の世紀にするために－
世界人権宣言の普及啓発と、あらゆる差別の撤廃および人権問題の解決に向け、
「第５回みえ人権フォーラム」を開催します。

２００５年１月２２日（土）２３日（日）

メッセウイング・みえ（津市）

昨
年
は
、
各
地
で
の
台
風
被
害

や
新
潟
中
越
地
震
に
よ
り
、
た
く

さ
ん
の
命
が
奪
わ
れ
、
ま
た
、
小

学
生
の
殺
傷
事
件
や
誘
拐
殺
人
事

件
な
ど
、
凶
悪
な
事
件
が
た
く
さ

ん
起
こ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
ん
な
暗
い
ニ
ュ
ー

ス
が
続
く
な
か
、
中
越
地
震
に
よ

る
土
砂
崩
れ
現
場
か
ら
奇
跡
的
に

救
出
さ
れ
た
２
歳
の
男
の
子
の

報
道
に
日
本
中
が
く
ぎ
づ
け
に

な
り
ま
し
た
。
救
出
さ
れ
た
あ

の
瞬
間
を
か
た
ず
を
の
ん
で
見

守
り
、
「
よ
く
が
ん
ば
っ
た
」

と
誰
も
が
ほ
め
た
た
え
、
そ
し

て
「
生
き
て
い
て
く
れ
て
よ
か

っ
た
」
と
歓
喜
し
ま
し
た
。
危

険
を
顧
み
ず
救
助
に
携
わ
っ
た

人
々
の
努
力
が
あ
っ
た
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
幼
い
彼
が
伝

え
た
「
生
き
る
こ
と
を
決
し
て
あ

き
ら
め
な
い
」
姿
は
、「
生
き
て

い
く
」
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
を
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。

何
人
に
お
い
て
も
「
生
命
」
は

尊
い
も
の
で
あ
る
と
憲
法
に
あ
り

ま
す
。
け
れ
ど
も
、
時
と
し
て
そ

の
生
命
が
不
当
に
奪
わ
れ
て
い
る

事
件
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

ま
た
、
一
瞬
の
衝
動
で
命
を
奪

っ
て
し
ま
う
事
件
や
自
ら
の
命
を

絶
っ
て
し
ま
う
事
件
も
多
く
な
っ

●22日（土）9：30～16：00
こども向けミュージカル「ともだちや」10：00～
国際人権フォーラム
第1部 13：00～　
記念講演
フォトジャーナリスト　伊藤孝司さん
第2部 14：00～
シンポジウム
「21世紀を人権の世紀に」
～日本の真の国際化をもとめて～

パネラー　
北口末広さん（近畿大学教授）
杉田羊子さん

（部落解放同盟三重県連合会　女性部部長）
島崎直美さん（アイヌの女の会　代表）
有道出人さん（北海道情報大学　助教授）

と　き

ところ

●23日（日）9：30～15：00
車椅子のシンガーソングライター森　圭一郎さんの
弾き語り 10:00～
沖縄三線、櫂我節

かいわらぶし

保存会、韓国能楽、アイヌ伝統
舞踊、和太鼓演奏など

●22日23日両日
パネル展示、反差別団体等のアピール、こども向け
人権コーナー、食文化コーナーなど。

＜入場無料＞
無料臨時バス　　
津駅西口から無料臨時バスを9時から毎時往復運行

します。
【問い合わせ】 三重県人権フォーラム実行委員会

059ー233ー5539 

■創刊号から掲載しているこのコラムは、毎号いろいろなテーマで人権についてお話していきたいと思って
います。ご意見等は人権政策課 22-9631 E-mail : jinken@city.iga.lg.jpへ

て
き
て
い
ま
す
。「
見
つ
か
っ
た

の
で
」「
大
声
を
出
さ
れ
た
の
で
」

つ
い
殺
し
て
し
ま
っ
た
な
ど
、
命

を
奪
う
こ
と
に
何
の
た
め
ら
い
も

な
く
、
ま
た
理
性
も
な
く
な
る
と

い
う
昨
今
の
悲
劇
。
苦
し
い
こ
と

か
ら
逃
れ
る
た
め
に
簡
単
に「
死
」

を
選
ん
で
し
ま
う
。
も
っ
と
、

「
生
き
て
い
く
こ
と
の
重
み
」
を

自
覚
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

「
生
命
」
は
ひ
と
つ
し
か

な
く
、
失
え
ば
二
度
と
生
き

返
ら
な
い
の
で
す
。
ゲ
ー
ム

の
よ
う
に
リ
セ
ッ
ト
ボ
タ
ン

を
押
せ
ば
ま
た
生
き
返
る
と

い
う
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。

だ
か
ら
苦
し
い
時
が
あ
っ
て

も
「
生
き
て
い
く
こ
と
」
が

大
切
な
ん
だ
と
い
う
気
持
ち
を
忘

れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

２
歳
の
子
ど
も
が
九
〇
数
時
間
も

の
間
、
暗
さ
と
飢
え
に
耐
え
生
き

抜
い
た
。
彼
の
パ
ワ
ー
を
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
生
き
る
力
に
変

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

そ
し
て
、
自
分
の
命
と
同
じ
よ

う
に
、
周
り
の
人
の
命
も
か
け
が

え
の
な
い
も
の
と
誰
も
が
思
っ
て

い
け
ば
、
人
が
人
を
傷
つ
け
た
り

す
る
こ
と
も
な
く
し
て
い
け
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
人
権
政
策
課
）

「
生
き
て
い
く
こ
と
の
重
み
」
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日　程
12：30～　開場

13：15～　開会・オープニング
（実行委員による寸劇）

13：30～　講演
【講　師】

瀬地
せ ち

山
やま

角
かく

さん
（東京大学助教授）

【演　題】

「お笑いジェンダー論」

男女共同参画について、
楽しく分かりやすく語っ
ていただきます。

伊賀市男女共同参画ネットワーク会議と伊賀

市が、女性も男性も共に参画し、いきいきと

生きられる社会の実現をめざして開催します。

15：15～　分科会
・「健康が一番！”みんなで楽しくやろう忍にん体操”」

…上野家庭婦人バレーボール連絡協議会
・「子どもは地域の宝物」

…上野子育てインストラクタースマイル母
ママ

・「建具の技術を活かした木製コースターづくり」

…上野商工会議所女性会

16：15～ 閉会

【展　示】 男女共同参画川柳優秀作品展
保育所（園）児による絵画展

【物品販売】 上野地区交通安全協会　上野女性部
上野商工会議所女性会　

【参加費】無　料　【手話・託児（事前予約必要）】あり 【問い合わせ】男女共同参画課　 22ー9632

歳
の
あ
な
た
へ
！

来
、
年
金
を
受
け
取
れ
な
く
な
る

こ
と
も
あ
る
の
で
必
ず
届
出
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

学
生
の
方
は
、
住
民
票
を
異
動

せ
ず
に
下
宿
な
ど
を
し
て
い
る
場

合
は
、
親
元
で
加
入
手
続
き
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
次
の
よ
う
な
制
度
も
あ

り
ま
す
の
で
、
手
続
き
の
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

学
生
の
場
合
は
、
保
険
料
を
後

払
い
で
き
る
「
学
生
納
付
特
例

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

所
得
が
低
く
て
納
め
ら
れ
な
い

方
に
対
し
て
も
、
申
請
す
れ
ば

保
険
料
の
「
全
額
免
除
・
半
額

免
除
」
を
受
け
ら
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

20
歳
前
か
ら
の
病
気
や
ケ
ガ
な

ど
が
も
と
で
、
日
常
生
活
に
著

し
く
支
障
が
あ
る
障
害
者
の
方

は
、
20
歳
に
な
る
と
「
障
害
基

礎
年
金
」
が
請
求
で
き
ま
す
の
　

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
障
害
の
程
度
や
本
人
の
所
得
額

な
ど
に
よ
り
、
年
金
を
受
け
ら
れ

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

今
年
、
成
人
を
迎
え
ら
れ
る
皆

さ
ん
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

成
人
式
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

社
会
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て

国
民
年
金
な
ど
の
役
割
を
も
う
一

度
考
え
る
良
い
機
会
に
し
て
く
だ

さ
い
。

日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
全
て
の
人
は
、
国
民
年
金
へ

の
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。（
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に

加
入
の
方
は
除
く
。）

20
歳
を
迎
え
た
ば
か
り
の
皆
さ

ん
に
は
、
年
金
な
ん
て
ま
だ
ま
だ

先
の
話
と
思
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
実
は
、
若
い
世
代
に
と
っ
て

も
身
近
な
大
切
な
も
の
で
す
。
公

的
年
金
制
度
は
、
世
代
と
世
代
を

お
互
い
に
助
け
合
う
制
度
だ
か
ら

で
す
。

加
入
手
続
き
は
、
津
社
会
保
険

事
務
所
か
ら
資
格
取
得
届
の
用
紙

が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
こ
の
届
を

提
出
し
な
い
と
国
民
年
金
に
加
入

し
た
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

結
果
と
し
て
社
会
保
険
料
未
納

期
間
を
有
す
る
こ
と
に
な
り
、
将

【問い合わせ】 健康保険政策課保険年金係 22-9659 各支所健康福祉課

国
民
年
金
の
は
な
し

考
え
て
見
ま
せ
ん
か
？
　
〜
責
任
と
義
務
〜

20

【と　き】２００５年２月６日（日）
【ところ】上野フレックスホテル2階

（12：30～16：15）

（12：30～16：15）
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■所得税、市・県民税申告相談合同会場
■会　場　　ゆめぽりすセンター

■期　間　　2月8日（火）～3月15日（火）
※土・日・祝日を除く。

■受付時間　午前9時～午後5時

【注意事項】
※市・県民税の申告の場合は、別表の
会場でも受付を行っています。

※申告会場は、所定の日時・場所以外で
は開設していませんので、よくお確か
めのうえご来場ください。
※申告書は郵送で提出することもできます。

（参考）
所得税の確定申告が必要な人は、おおむ
ね次のとおりです。

①事業をしている場合、不動産収入のあ
る場合、土地や建物を売った場合など
で、平成16年中の所得金額の合計額
が、所得控除（基礎控除・扶養控除な
ど）の合計額を超える場合。
②給与所得者で給与の年収が2,000万円
を超える場合や、給与所得や退職所得
以外の所得金額の合計額が20万円を
超える場合。
③複数の事業所から給与を受けている人
で、年末調整を受けていない給与の収
入金額と給与所得・退職所得以外の所
得金額の合計額が20万円を超える場合。

※なお、確定申告をする必要のない給与
所得者でも、雑損控除や医療費控除、
住宅借入金等特別控除などが受けられ
るときは、確定申告をすれば、源泉
徴収された所得税が還付される場合
があります。

『自書申告』にご協力ください！
所得税や市・県民税は自分の所得の状況を最もよく知っている納税者が、自ら税法に従って

申告する制度をとっています。申告書は、「所得税確定申告の手引き」や「市・県民税申告書の
説明書」を参考に必要事項をご記入のうえ、申告会場にお越しくださいますようお願いします。
なお国税庁ホームページの中に「所得税の確定申告書作成コーナー」があり、ここで作成し

た申告書は税務署にそのまま提出できますので、ご活用ください。
�����

�����	��

��������

�
������

��������

�����国税庁のホームページ http://www.nta.go.jp/

伊賀市への市・県民税の申告は不要です。

営業や農業、不動産や株式配当など公的
年金以外の所得がありましたか？

伊賀市への市・県民税の申告は不要です。平成16年中の収入が公
的年金のみの人は原則申告不要ですが、医療費控除や生命保険料
控除等の所得控除の申告をする人は、申告会場へお越しください。

申
　
告
　
会
　
場
　
へ

い
い
え

は
い

はい

いいえ

申告が必要ですか？

・県民税の申告相談会場が変わりました！
県税事務所、伊賀市役所が合同で伊賀市ゆめが丘の

を設けませんので、ご注意ください。

１月１日現在、伊賀市にお住まいでしたか？

どなたかに扶養されていましたか？

ぽりすセンターぽりすセンターでででで！！！！
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『『税税』』のののの申申申申告告告告はははは、、、、ゆめゆめ
平成16年分所得税の確定申告および平成17年度市
申告会場が今年から変更となり、上野税務署、上野
「ゆめぽりすセンター」で行うことになりました。
「上野税務署」「伊賀市役所」の庁舎では、申告会場

月　日
２月１４日（月）
２月１５日（火）
２月１６日（水）

２月１７日（木）

２月１８日（金）

２月２１日（月）

２月２２日（火）

２月２３日（水）

２月２４日（木）
２月２５日（金）

２月２８日（月）

３月　１日（火）

３月　２日（水）

３月　３日（木）

３月　４日（金）

３月　７日（月）

３月　８日（火）
３月　９日（水）
３月１０日（木）
３月１１日（金）
３月１４日（月）
３月１５日（火）

会　場
府中地区市民センター
新居地区市民センター
三田地区市民センター
久米地区市民センター
※博要地区市民センター
諏訪地区市民センター
※島ヶ原中矢クラブ
長田地区市民センター
小田地区市民センター
※矢持地区市民センター
古山地区市民センター
島ヶ原支所
大山田農村環境改善センター
伊賀支所農業総合センター
比自岐地区市民センター
大山田農村環境改善センター
阿山支所
花之木地区市民センター
※高尾地区市民センター
神戸地区市民センター
※島ヶ原中村クラブ
花垣地区市民センター
※上津地区市民センター
青山公民館
島ヶ原川南公民館
中瀬地区市民センター
猪田地区市民センター
依那古地区市民センター
友生地区市民センター
阿山支所
伊賀支所農業総合センター

【問い合わせ】
�����

�����	��

��������

�
������

��������

�����所得税の確定申告
上野税務署　伊賀市緑ヶ丘本町1680番地　 ��������


��������


�������

��������

��������

��������
21ー0950

�����
�����	��

��������

�
������

��������

�����市・県民税の申告
伊賀市役所税務課市民税係　伊賀市上野丸之内116番地　 ��������


��������


�������

��������

��������

��������
22ー9613

【受付時間】
午前9時30分～正午、午後１時～4時
※の会場は、午前9時30分～正午のみ

【別表】市・県民税申告相談会場

あなたは市・県民税の

伊賀市への市・県民税の申告
は不要です。平成17年１月１
日現在の住所地の市町村に申
告してください。

平成16年中に所得がありましたか？

所得税の納付・還付申告等のため、
確定申告書を提出しますか？

平成16年中、給与の支払を受けましたか？

平成16年分の給与の年末調整が完了
し、平成17年１月１日現在、その会
社に在籍していますか？

営業や農業、不動産や株式配当など
給与所得以外の所得がありましたか？

勤務先から伊賀市へ給与支払報告書
が提出されていますか？

伊賀市への市・県民税の申告は不要です。

伊賀市在住の

スタート 平成17年いいえ

は
い

は
い

い
い
え

い
い
え

は
い

いいえ

はい

は
い

い
い
え

は
い

いいえ

はい

■税理士会による無料相談　会場：伊賀市中央公民館１階講座室
日時：2月24日（木）～3月2日（水）（土・日を除く）午前9時30分～午後4時

いいえ
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「風になって忍者の里をかけぬけよう」をキャッチフレーズに、11月28日、「上野シティマラソン」が開
催され、全国各地から約2,000人が参加しました。
午前10時28分、市役所前からハーフマラソンと

10キロの選手がスタート。そのあと10時33分にと
3キロの選手がだんじり会館前から、10時40分にジ
ョギングコースの選手が上野西小学校前からスター
ト。15回目となる今年は、シドニー五輪で男子マ
ラソン日本代表として活躍した犬伏孝行選手（日本
男子歴代2位を記録）が招待選手として、ハーフマ
ラソンに参加。マラソンに参加したランナーたちは、
沿道からの盛んな声援を受け力走していました。
また、レースのあとは、忍者ショーや豪華商品が

当たる抽選会などが行われました。

上野シティマラソン

11月30日、木津川に架かる阿保橋近くの河川敷で河川
環境美化行事として、市立さくら保育園の園児が和金
3,500匹を放流しました。
これは、伊賀市青山支所と伊賀川漁業協同組合、青山町
建設業協会協同組合でつくる木津川流域河川環境青山懇談
会が、木津川の環境美化に関心を持ってもらおうと平成
10年から毎年行っているもの。
放流のため集まった同園の5歳児の園児56人は、それぞ

れ小さなバケツに10センチ程度に育った和金を数匹づつ
入れてもらうと、それを持ってさっそく川に。あっという
間に放流し終えると、行事の終わりにみんなで川に向かっ
て「元気に育ってね。」と和金の成長を祈りました。

和金の放流

12月4日、大山田西小学校でふれあい
集会が開催されました。
午前中は、人権総合学習で学んだこと

を、劇や呼びかけにして、他の学年や家
族に見てもらったり、みんなで歌ったり
しました。
午後からは、各学年ごとに地区学習会

や学年で取り組んできたことを交流しあ
いました。

写真は、午前の部に行われた6年生の
劇「渋染一揆」の一場面。

大山田西小学校ふれあい集会



12月5日、「阿山地区人権フェスティバル2004」が伊賀市馬場にある、阿山保健福祉センターで開催され
ました。第1部では、阿山地区内小中学生とその保護者を対象に、人権意識の高揚と人権尊重の意識啓発を
目的として募集した人権ポスター・人権啓発標語作品、あわせて277点の内、入選者22人が表彰されました。
また、同会場において入選作品の展示も行われました。そして、第2部では、小中学生29人による「人権学

習発表」が行われ、日頃の部落問題学習・人権学習をとおし
て学んだこと、差別のない社会の実現をめざして行ってきた
取り組みを発表してくれました。子どもたちの熱い心にふれ、
会場からは大きな拍手が送られていました。
最後の、第3部では、むかい治英

はるひで

さんの人権トーク＆コンサ
ートが行われました。“優しさ”“ふれあい”をテーマにした
ギターの弾き語りはすばらしく、むかいさんの家族の出来事
を通じ、私達にいくつもの感動を与えてくれて、そこから人
間が持つ心の温かさを感じさせられました。
当日、会場には約250人が訪れ大変賑わっていました。
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11月23日、柘植町にある前川育苗センターで、
ふれあい農業まつりが行われました。
このまつりは、地元で収穫された生産物を地域
住民が安心して消費する「地産地消」をすすめる
とともに、基礎となる水と土、それを取り巻く境
の大切さを再認識してもらうため、実行委員会が
毎年開催し、今回で5回目を迎えました。
会場では地元の出店団体が、野菜のほか、地元
産品を使った料理や特産品などを安価で販売する
など、たくさんの人で賑わっていました。また、
霊峰中学生による迫力ある「忍風ダンス」の披露
や、柘植中学校環境サークルによる廃油石けん作
りコーナーなど、訪れた人の目を楽しませました。

ふれあい農業まつり

阿山地区人権フェスティバル2004

12月11日、島ヶ原国際交流協会主催のクリスマスパーティーが島ヶ原会館で開催されました。
このパーティーは今年で5回目を迎え、国際交流事

業の一環として毎年行われています。今回は外国の本
格的なクリスマスパーティーを国際交流員らの指導の
もと、島ヶ原地域の子どもから大人まで約80人が参加
しました。
会場には、イルミネーションやジャンボツリーが飾

られ、子ども達のピアノ演奏やゼスチャーゲームなど
を通じて交流を深めました。
また、体験コーナーでは、人間の形をした「しょう

が入り人形パン」の飾り付けや7カ国の世界のビール
試飲を楽しみ、最後に登場した七面鳥やミンスパイ等
のディナーに驚きの声が聞かれました。

クリスマスパーティー



上
野
図
書
館
で
は
今
年
度
も
「
読
書
の
秋
」
に
ち
な
み
読
書

感
想
文
を
募
集
し
て
い
ま
し
た
が
、
市
内
の
小
・
中
学
校
、
高

校
及
び
一
般
の
皆
さ
ん
か
ら
、
合
わ
せ
て
１
６
４
点
の
応
募
が

あ
り
、
そ
の
審
査
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
審
査
結
果
と
特
選
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

幸
せ
に
生
き
て
い
く
に
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
今
私
は
高

校
二
年
生
。
来
年
は
受
験
生
。
将
来

の
自
分
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば
い

け
な
い
時
期
だ
と
感
じ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
幸
せ
を
つ
か
む
た
め
に

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
人
と
し

て
生
き
る
と
は
ど
ん
な
こ
と
か
、
そ

ん
な
こ
と
を
知
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を

本
田
宗
一
郎
の
人
生
哲
学
か
ら
探
す

こ
と
に
し
た
。

本
田
宗
一
郎
は
な
ぜ
「
世
界
の
ホ

ン
ダ
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
会
社
を

つ
く
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
彼
は
な
ぜ

世
界
に
認
め
ら
れ
る
ほ
ど
立
派
な
人

に
な
れ
た
の
だ
ろ
う
。

ま
ず
、
彼
は
自
分
自
身
を
よ
く
理

解
し
て
い
た
こ
と
を
私
は
知
っ
た
。

彼
は
自
分
の
好
き
嫌
い
や
得
意
不

得
意
を
は
っ
き
り
と
さ
せ
て
い
た
。

子
供
の
頃
か
ら
機
械
い
じ
り
や
も
の

づ
く
り
が
好
き
で
得
意
な
こ
と
を
自

分
で
分
っ
て
い
た
か
ら
、
将
来
進
む

べ
き
道
は
技
術
者
だ
と
分
か
っ
て
い

た
。
そ
し
て
技
術
者
と
な
り
、
社
長

に
な
っ
て
か
ら
も
、
彼
は
社
長
室
で

は
な
く
工
場
で
働
き
続
け
た
が
、
そ

の
理
由
も
、
自
分
は
技
術
者
と
し
て

働
く
の
が
好
き
だ
、
と
自
覚
し
て
い

た
か
ら
だ
そ
う
だ
。
彼
は
好
き
な
こ

と
ば
か
り
を
し
て
き
た
。
そ
う
す
る

と
そ
れ
が
得
意
な
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
そ
の
得
意
な
こ
と
ば
か
り
し

て
き
た
か
ら
数
々
の
成
功
を
収
め
る

こ
と
が
で
き
た
の
だ
。

そ
う
か
、
ま
ず
自
分
は
何
が
好
き

な
の
か
を
知
る
と
こ
ろ
か
ら
、
将
来

の
自
分
を
築
く
こ
と
が
始
ま
る
ん

だ
！
　
好
き
な
こ
と
は
長
所
に
な
っ

て
自
分
の
個
性
に
な
る
。
私
は
も
っ

と
自
分
を
よ
く
知
っ
て
、
個
性
を
見

つ
け
た
い
。

そ
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

や
っ
て
い
き
た
い
。
そ
れ
も
自
分
か

ら
積
極
的
に
。
自
ら
ま
だ
知
ら
な
い

も
の
へ
と
進
ん
で
い
け
ば
、
失
敗
を

恐
れ
ず
に
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て

物
事
に
挑
戦
し
て
い
け
ば
、
そ
の
途

中
で
新
し
い
能
力
が
身
に
つ
い
た

り
、
今
ま
で
と
は
違
っ
た
面
か
ら
考

え
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
今
ま

で
の
自
分
に
は
な
か
っ
た
可
能
性
に

つ
な
が
っ
て
い
く
。
私
は
こ
の
可
能

性
を
見
つ
け
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、

個
性
を
見
つ
け
る
こ
と
の
一
つ
だ
と

思
う
。
彼
も
こ
の
考
え
に
賛
成
し
て

く
れ
る
だ
ろ
う
。

見
つ
け
た
可
能
性
の
中
に
、
楽
し

さ
を
感
じ
ら
れ
た
ら
、
彼
の
よ
う
な

力
に
満
ち
た
生
き
方
へ
と
自
分
の
生

活
が
変
わ
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
そ
の

力
は
き
っ
と
自
分
自
身
を
よ
く
理
解

す
る
こ
と
で
得
ら
れ
た
自
信
か
ら
沸

い
て
く
る
力
だ
。

ま
た
、
彼
は
自
分
自
身
の
こ
と
だ

け
で
な
く
、
周
り
の
様
々
な
こ
と
に

も
興
味
を
持
っ
て
い
た
。
機
械
技
術

の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
時
代
の
流
れ

と
か
外
国
人
の
持
つ
異
文
化
、
ま
た

は
道
路
の
看
板
な
ど
に
つ
い
て
、
そ

の
細
か
い
部
分
ま
で
も
し
っ
か
り
と

観
察
し
て
深
い
考
え
を
持
っ
て
い

る
。
特
に
彼
の
異
文
化
理
解
へ
の
姿

勢
に
は
驚
か
さ
れ
た
。
日
本
人
の
価

上
野
高
等
学
校
２
年
　
　

大
井
　
崇
生

「
可
能
性
を
力
へ
」

【
第
１
部
】（
高
校
生
以
上
）

大
井
　
崇
生
（
上
野
高
２
年
）

【
第
２
部
】（
中
学
生
）

該
当
者
な
し

【
第
３
部
】（
小
学
生
）

上
嶋
　
祐
香（
依
那
古
小
２
年
）

古
川
摩
里
乃
（
長
田
小
４
年
）

【
第
１
部
】

鈴
木
佑
里
恵（
名
張
西
高
１
年
）

【
第
２
部
】

山
出
　
采
佳
（
崇
広
中
１
年
）

谷
口
　
真
由
（
桃
青
中
１
年
）

狩
野
百
合
子（
緑
ヶ
丘
中
２
年
）

中
森
　
千
聖
（
府
中
中
３
年
）

大
屋
　
知
子
（
成
和
中
３
年
）

（
敬
称
略
）

特
　
選

【
第
３
部
】

大
谷
　
悠
慈（
上
野
西
小
１
年
）

廣
田
　
有
璃
（
三
田
小
１
年
）

猪
上
　
　
舞（
上
野
東
小
２
年
）

菊
山
明
日
香（
比
自
岐
小
３
年
）

岡
森
峻
一
郎
（
古
山
小
３
年
）

吉
川
　
由
雅
（
久
米
小
５
年
）

奥
中
　
理
紗
（
新
居
小
５
年
）

山
本
　
玲
実
（
府
中
小
５
年
）

藤
山
　
雅
士（
依
那
古
小
５
年
）

堀
江
　
実
季
（
神
戸
小
５
年
）

川
村
　
朱
香
（
丸
柱
小
５
年
）

藤
森
　
康
介（
花
之
木
小
６
年
）

市
南
　
祐
樹
（
長
田
小
６
年
）

清
水
　
理
愛
（
府
中
小
６
年
）

中
西
　
良
輔（
比
自
岐
小
６
年
）

森
永
　
侑
樹
（
古
山
小
６
年
）

馬
場
　
　
愛
（
古
山
小
６
年
）

入
　
選
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平
成
17
年
度
は
伊
賀
市
全
域
を
対

象
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

上
野
図
書
館
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「
そ
う
か
あ
。
お
ね
え
ち
ゃ
ん
は
、

き
つ
ね
の
か
み
さ
ま
だ
あ
」
お
と
う

と
の
け
ん
ち
ゃ
ん
の
こ
と
ば
で
話

は
、
お
わ
り
ま
し
た
。
わ
た
し
も
い

っ
し
ょ
に
よ
か
っ
た
な
と
、
や
さ
し

い
気
も
ち
に
な
り
ま
し
た
。

わ
た
し
と
同
じ
く
ら
い
の
年
の
女

の
子
と
お
と
う
と
が
、
き
つ
ね
の
子

ど
も
た
ち
と
な
わ
と
び
を
す
る
ふ
し

ぎ
な
お
話
で
、
一
ど
読
ん
だ
だ
け
で

大
す
き
に
な
り
、
何
ど
も
読
み
ま
し

た
。
本
の
絵
も
と
て
も
楽
し
く
、
と

く
に
十
ぴ
き
で
な
わ
と
び
を
し
た

り
、
し
っ
ぽ
を
気
に
し
て
な
わ
と
び

を
と
ぶ
き
つ
ね
の
絵
が
と
て
も
お
も

し
ろ
か
っ
た
で
す
。

あ
る
日
、
り
え
ち
ゃ
ん
は
公
園
の

木
の
え
だ
に
な
わ
と
び
の
ひ
も
を
わ

す
れ
て
し
ま
い
、
お
と
う
と
と
公
園

へ
と
り
に
行
き
ま
し
た
。
り
え
ち
ゃ

ん
に
も
、
お
と
う
と
の
け
ん
ち
ゃ
ん

が
い
ま
す
が
、
わ
た
し
に
も
い
つ
も

い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぶ
い
も
う
と
が
い

ま
す
。
け
ん
ち
ゃ
ん
の
絵
を
見
て
い

る
と
、
い
つ
も
り
え
ち
ゃ
ん
と
手
を

を
見
て
い
る
と
、
学
校
の
み
ん
な
で

大
な
わ
と
び
を
た
く
さ
ん
と
べ
た
と

き
み
た
い
で
し
た
。

り
え
ち
ゃ
ん
は
な
わ
と
び
の
も
ち

て
に
な
っ
た
と
き
、
そ
の
な
わ
と
び

が
自
分
の
わ
す
れ
た
な
わ
と
び
な
の

に
気
が
つ
き
ま
す
。
だ
け
ど
、
子
ぎ

つ
ね
た
ち
が
か
え
る
と
き
に
「
こ
の

な
わ
と
び
は
、
み
ん
な
で
な
わ
と
び

し
た
い
っ
て
、
か
み
さ
ま
に
お
ね
が

い
し
た
ら
、
木
の
え
だ
に
か
け
て
あ

っ
た
の
」
と
言
う
小
さ
い
子
ぎ
つ
ね

と
同
じ
名
ま
え
の
り
え
ち
ゃ
ん
は
自

分
の
な
わ
と
び
だ
と
言
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
れ
は
、
り
え
ち
ゃ
ん
は
小

さ
な
子
ぎ
つ
ね
が
同
じ
名
ま
え
だ
っ

た
こ
と
と
、
み
ん
な
で
な
わ
と
び
を

し
た
い
と
い
う
気
も
ち
が
あ
っ
た
か

ら
だ
と
お
も
い
ま
す
。

自
分
の
な
わ
と
び
だ
、
と
言
え
な

か
っ
た
り
え
ち
ゃ
ん
に
け
ん
ち
ゃ
ん

の
言
っ
た「
き
つ
ね
の
か
み
さ
ま
だ
」

の
こ
と
ば
に
り
え
ち
ゃ
ん
の
気
も
ち

が
す
っ
き
り
し
た
と
お
も
い
ま
す
。

わ
た
し
に
も
、
子
ぎ
つ
ね
の
う
れ

し
そ
う
な
か
お
が
う
か
び
ま
し
た
。

よ
か
っ
た
ね
。

わ
た
し
も
、
よ
く
わ
す
れ
も
の
を

し
ま
す
。
も
し
、
さ
が
し
て
も
で
て

こ
な
か
っ
た
わ
す
れ
も
の
が
、
子
ぎ

つ
ね
た
ち
の
な
わ
と
び
の
よ
う
に
、

う
れ
し
そ
う
な
か
お
で
つ
か
わ
れ
て

い
た
ら
、
ど
ん
な
に
し
あ
わ
せ
か
な

と
お
も
い
ま
し
た
。

依
那
古
小
学
校
２
年上

嶋
　
祐
香

「
き
つ
ね
の
か
み
さ
ま
を
よ
ん
で
」

つ
な
い
で
い
て
、
わ
た
し
た
ち
と
同

じ
な
か
よ
し
な
ん
だ
な
と
お
も
い
ま

し
た
。

り
え
ち
ゃ
ん
の
な
わ
と
び
は
公
園

に
な
か
っ
た
の
に
、
楽
し
そ
う
な
な

わ
と
び
う
た
が
き
こ
え
て
き
て
、
り

え
ち
ゃ
ん
た
ち
が
行
っ
て
み
る
と
、

な
ん
と
子
ぎ
つ
ね
た
ち
が
な
わ
と
び

を
し
て
い
る
の
に
出
会
い
ま
す
。

「
お
お
な
み
こ
な
み
ぐ
る
っ
と
ま
わ

っ
て
き
つ
ね
の
目
。」
ね
こ
の
目
と

ち
が
う
こ
の
う
た
に
わ
た
し
も
、
お

か
し
い
な
と
お
も
い
ま
し
た
。

し
っ
ぽ
が
ひ
っ
か
か
っ
て
う
ま
く

と
べ
な
い
き
つ
ね
に
は
、
絵
を
見
て

わ
た
し
も
、
け
ん
ち
ゃ
ん
み
た
い
に

わ
ら
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
り
え
ち

ゃ
ん
た
ち
は
、
わ
ら
い
声
で
子
ぎ
つ

ね
た
ち
に
見
つ
か
っ
て
し
ま
っ
た
け

ど
、
子
ぎ
つ
ね
た
ち
は
、
楽
し
そ
う

に
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う
と
言
い
ま

す
。
や
さ
し
く
て
か
わ
い
い
き
つ
ね

た
ち
だ
な
と
お
も
い
ま
し
た
。
り
え

ち
ゃ
ん
に
教
え
て
も
ら
っ
て
し
っ
ぽ

を
た
て
て
楽
し
そ
う
に
り
え
ち
ゃ
ん

と
な
わ
と
び
を
し
て
い
る
子
ぎ
つ
ね

ら
せ
な
い
た
め
に
は
、
試
し
て
み
な

い
と
い
け
な
い
。
そ
う
、
手
に
し
た

大
き
な
力
は
試
し
た
り
、
挑
戦
し
た

り
す
る
た
め
に
あ
る
の
だ
。
そ
し
て

何
か
に
挑
ん
で
失
敗
し
た
と
し
て

も
、
自
分
が
そ
の
気
に
な
れ
ば
失
敗

し
た
こ
と
の
反
省
か
ら
、
さ
ら
に
大

き
な
可
能
性
を
見
つ
け
出
し
て
次
に

活
か
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

可
能
性
が
あ
る
、
試
し
て
み
る
、

失
敗
す
る
の
繰
り
返
し
に
全
力
を
注

ぐ
。
つ
ま
り
、
自
分
の
知
恵
を
絞
っ

て
絞
っ
て
絞
り
あ
げ
て
、
努
力
努
力

で
失
敗
の
苦
痛
に
耐
え
て
こ
そ
、
大

き
な
成
果
を
手
に
入
れ
ら
れ
る
の
だ

と
、
彼
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
。

今
、
こ
の
本
を
読
み
終
え
て
、
改

め
て
「
幸
せ
に
生
き
る
」
と
は
ど
ん

な
こ
と
か
考
え
て
み
る
と
、
私
は
努

力
し
て
得
る
成
果
こ
そ
が
「
幸
せ
」

の
重
要
な
一
部
分
に
な
る
と
思
う
。

け
れ
ど
、
も
っ
と
大
切
な
の
は
、
そ

の
成
果
に
た
ど
り
着
く
ま
で
に
見
つ

け
た
可
能
性
が
幸
せ
に
「
生
き
る
」

た
め
の
「
力
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と

だ
と
思
う
。

本
田
宗
一
郎
か
ら
私
は
幸
せ
に
生

き
る
た
め
の
考
え
方
を
知
っ
た
。
つ

ま
り
、
新
し
い
可
能
性
の
一
つ
を
見

つ
け
た
。
次
は
こ
の
可
能
性
を
試
し

て
い
く
た
め
に
、
毎
日
の
生
活
の
中

に
彼
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
て
、
実

行
し
て
い
こ
う
と
決
め
た
。

値
観
で
は
気
が
つ
か
な
い
よ
う
な
ち

ょ
っ
と
し
た
外
国
の
習
慣
に
も
注
意

し
て
観
察
し
て
、
そ
の
習
慣
の
持
つ

意
味
を
理
解
す
る
。
そ
し
て
理
解
し

た
こ
と
を
自
分
の
中
に
取
り
入
れ
て

い
け
る
の
だ
っ
た
。

彼
は
物
事
に
対
す
る
常
識
や
型
に

縛
ら
れ
な
い
こ
と
を
大
切
に
し
て
い

た
。
物
の
見
方
を
幅
広
く
し
て
柔
軟

な
考
え
を
持
っ
て
周
り
を
見
渡
し

て
、
何
も
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
も
自
分
に
と
っ
て
プ

ラ
ス
に
な
る
も
の
を
見
つ
け
て
き
た

の
が
彼
だ
。

け
れ
ど
、
こ
の
「
プ
ラ
ス
」
っ
て

何
だ
ろ
う
。
よ
く
考
え
て
み
れ
ば
、

そ
れ
は
「
可
能
性
」
と
同
じ
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
な
ら
、
周
り
を

理
解
す
る
こ
と
も
、
自
分
を
理
解
す

る
こ
と
と
同
じ
、
可
能
性
を
広
げ
て

い
く
こ
と
な
ん
だ
。

自
分
に
、
他
人
に
、
世
の
中
の

様
々
な
こ
と
に
対
し
て
興
味
を
絶
や

さ
ず
に
い
れ
ば
、
考
え
る
脳
み
そ
を

持
つ
人
間
は
、
大
き
な
力
を
手
に
入

れ
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
で
終
わ
っ
て
し
ま

っ
て
は
い
け
な
い
！
次
は
そ
の
力
を

フ
ル
パ
ワ
ー
で
活
用
し
て
い
く
の

だ
。彼

は
「
見
た
り
聞
い
た
り
試
し
た

り
」
の
う
ち
で
最
も
大
切
な
の
は

「
試
し
た
り
」
だ
と
言
う
。
手
に
入

れ
た
可
能
性
を
可
能
性
の
ま
ま
終
わ
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こ
の
本
の
表
紙
で
、
ク
イ
ー
ル
が

私
を
見
つ
め
て
き
ま
し
た
。
真
っ
黒

な
目
で
じ
っ
と
見
つ
め
て
き
ま
し

た
。
何
だ
か
私
は
、
は
ず
か
し
く
な

り
、
そ
の
場
を
立
ち
去
ろ
う
と
し
ま

し
た
。
し
か
し
あ
の
ク
イ
ー
ル
の
目

が
、
ど
う
し
て
も
忘
れ
ら
れ
な
く
て

次
の
し
ゅ
ん
間
に
は
、
こ
の
本
を
手

に
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
私
と
ク

イ
ー
ル
の
出
会
い
で
し
た
。
一
番
初

め
の
ク
イ
ー
ル
の
印
象
は
、
か
わ
い

・

・

・

い・

そ
れ
だ
け
で
し
た
。

ク
イ
ー
ル
は
、
お
っ
と
り
し
た
仔

犬
で
、
が
む
し
ゃ
ら
な
面
が
ま
る
で

な
く
、
き
ょ
う
だ
い
を
押
し
の
け
て

自
分
が
、
と
い
う
こ
と
は
絶
対
に
な

か
っ
た
し
、
と
に
か
く
何
事
も
マ
イ

ペ
ー
ス
で
し
た
。は
し
ゃ
ぎ
す
ぎ
ず
、

考
え
て
行
動
す
る
犬
で
し
た
。
こ
う

い
っ
た
犬
が
盲
導
犬
に
向
い
て
い
る

の
だ
そ
う
で
す
。

盲
導
犬
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
私

は
、
目
の
不
自
由
な
人
と
道
案
内
を

す
る
犬
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
私
は
実
際
の
盲
導
犬
を
見
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
け
ど
、
テ
レ

ビ
な
ど
で
見
聞
き
す
る
盲
導
犬
は
そ

う
い
う
姿
で
し
た
。
犬
は
か
し
こ
い

動
物
で
あ
り
、
言
う
こ
と
を
よ
く
聞

く
。
だ
か
ら
そ
う
い
う
仕
事
が
で
き

る
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

ク
イ
ー
ル
が
盲
導
犬
と
し
て
、
目

の
不
自
由
な
人
と
く
ら
し
た
の
は
、

た
っ
た
の
二
年
の
年
月
で
し
た
。
ク

イ
ー
ル
の
パ
ー
ト
ナ
ー
（
使
用
者
）

の
わ
た
な
べ
さ
ん
は
、
は
じ
め
、
犬

ぎ
ら
い
で

「
犬
に
ひ
か
れ
る
ぐ
ら
い
な
ら
死
ん

だ
ほ
う
が
ま
し
だ
」

と
い
う
よ
う
な
人
で
し
た
。
で
も
、

そ
の
わ
た
な
べ
さ
ん
が
ク
イ
ー
ル
と

接
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、

「
人
間
ら
し
い
歩
き
方
を
思
い
出
さ

せ
て
く
れ
た
。」

と
語
り
ま
す
。

「
い
っ
し
ょ
に
い
る
だ
け
で
気
持
ち

を
明
る
く
し
て
く
れ
る
友
達
な
ん
で

す
」

と
も
言
い
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
を
知

っ
て
、
私
も
、
ハ
ッ
と
し
ま
し
た
。

ク
イ
ー
ル
は
わ
た
な
べ
さ
ん
の
入
院

先
に
も
つ
い
て
行
き
、
わ
た
な
べ
さ

ん
の
そ
ば
に
い
て
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

ク
イ
ー
ル
は
、
た
だ
道
案
内
を
す

る
仕
事
だ
け
を
す
る
犬
で
は
な
い
の

だ
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
ク

イ
ー
ル
と
ク
イ
ー
ル
の
周
り
の
人
と

出
会
う
こ
と
で
、
盲
導
犬
の
本
当
の

意
味
が
分
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
わ

た
な
べ
さ
ん
が
話
し
た
よ
う
に
、
目

の
不
自
由
な
人
と
盲
導
犬
の
間
に
は

単
な
る
パ
ー
ト
ナ
ー
（
使
用
者
）
と

盲
導
犬
と
い
う
だ
け
の
関
係
だ
け
で

な
く
、
友
だ
ち
以
上
の
と
っ
て
も
し

っ
か
り
し
た
友
情
と
愛
情
で
結
ば
れ

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ク
イ
ー
ル
の
わ
き
ば
ら
に
は
、
カ

モ
メ
が
羽
根
を
ひ
ろ
げ
て
飛
ん
で
い

る
よ
う
な
黒
い
も
様
が
あ
り
ま
し

た
。
ク
イ
ー
ル
と
い
う
言
葉
に
は
、

鳥
の
羽
根
と
い
う
意
味
が
あ
る
そ
う

で
す
。
私
は
ク
イ
ー
ル
に
は
本
当
に

鳥
の
羽
根
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

な
、
と
ふ
と
思
い
ま
し
た
。
ク
イ
ー

ル
に
接
す
る
人
の
心
が
み
な
幸
せ
な

気
持
ち
に
な
る
の
は
、
私
を
は
じ
め

て
見
て
く
れ
た
あ
の
黒
い
目
の
か
わ

い
い
眼
ざ
し
と
、
鳥
の
羽
根
で
包
ん

で
く
れ
る
よ
う
な
ク
イ
ー
ル
の
気
持

ち
の
広
さ
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う

か
ら
で
す
。

最
後
に
、
私
も
ク
イ
ー
ル
に
会
え

た
こ
と
を
、
心
か
ら

「
あ
り
が
と
う
・
・
・
」

と
言
お
う
と
思
い
ま
す
。

長
田
小
学
校
４
年古

川
　
摩
里
乃

「
盲
導
犬
ク
イ
ー
ル
の
一
生
を
読
ん
で
」
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今
年
も
上
野
地
区
で
は
小
学
生
を
対
象
に
、
交
通
安
全
に
対
す

る
希
望
や
提
言
な
ど
を
表
現
し
た
交
通
安
全
標
語
を
募
集
し
ま
し

た
。
審
査
の
結
果
、
次
の
皆
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

【
市
長
賞
】

ハ
ン
ド
ル
を
　
持
っ
た
ら
持
つ
な
　
携
帯
電
話

藤
岡
　
慎
治
（
花
之
木
小
５
年
）

【
教
育
委
員
会
賞
】

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
　
あ
な
た
の
マ
ナ
ー
も
　
う
つ
っ
て
る

竹
矢
　
真
樹
（
神
戸
小
５
年
）

【
自
治
会
連
合
会
長
賞
】

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
　
目
く
ば
り
気
く
ば
り
　
思
い
や
り
　

平
野
　
朱
莉
（
新
居
小
６
年
）

【
上
野
警
察
署
長
賞
】

ぼ
く
し
ま
せ
ん
　
無
灯
ノ
ー
ヘ
ル
　
二
人
の
り
　

福
谷
　
恵
三
（
新
居
小
４
年
）

【
優
秀
賞
】

宮
田
奈
津
希
（
上
野
東
小
４
年
）

岡
村
ひ
か
里
（
上
野
西
小
１
年
）

久
保
田
千
晴
（
花
之
木
小
６
年
）

廣
田
　
有
美
（
三
田
小
５
年
）

奥
　
　
隼
人
（
三
田
小
６
年
）

田
中
　
夢
人
（
中
瀬
小
１
年
）

葛
原
　
一
槻
（
中
瀬
小
４
年
）

豊
田
晋
太
郎
（
友
生
小
４
年
）

植
田
　
　
潤
（
友
生
小
６
年
）

上
嶋
　
祐
香
（
依
那
古
小
２
年
）

中
岡
　
靖
枝
（
依
那
古
小
５
年
）

石
本
か
お
り
（
比
自
岐
小
４
年
）

薮
中
映
美
奈
（
比
自
岐
小
５
年
）

上
野
　
凌
汰
（
神
戸
小
１
年
）

福
山
　
史
織
（
神
戸
小
５
年
）

森
西
　
　
渉
（
古
山
小
６
年
）

小
西
　
咲
季
（
花
垣
小
２
年
）

佐
藤
　
百
恵
（
花
垣
小
６
年
）

廣
岡
　
純
也
（
丸
柱
小
６
年
）

平
成
16
年
度
「
交
通
安
全
標
語
」
入
賞
作
品
決
定

【
問
い
合
わ
せ
】

上
野
支
所
生
活
環
境
課

22
・
９
６
３
８
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1人

5人
程度

診療放射線技師免許を取得または平成17
年4月末までに取得見込みの人

看護師（婦・士）免許を取得または平成
17年3月末までに取得見込みの人

昭和44年4月2日

以降生まれ

昭和44年4月2日

以降生まれ

職　種 学歴・資格・免許等の要件 年　齢 人数

診療

放射線技師

看護師

平
成
17
年
４
月
・
５
月
採
用
の

伊
賀
市
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

【
職
種
・
資
格
・
採
用
予
定
数
等
】

左
表
の
と
お
り

受
験
資
格
】

◆
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

地
方
公
務
員
法
第
16
条（
欠
格

条
項
）
に
該
当
す
る
人

ア
成
年
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐
人

（
準
禁
治
産
者
を
含
む
）

イ
禁
固
以
上
の
刑
に
処
さ
れ
、
そ

の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
ま
た
は

そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な

く
な
る
ま
で
の
人

ウ
旧
上
野
市
・
旧
伊
賀
町
・
旧
島

ヶ
原
村
・
旧
阿
山
町
・
旧
大
山

田
村
ま
た
は
旧
青
山
町
の
職
員

と
し
て
懲
戒
免
職
の
処
分
を
受

け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
２
年

を
経
過
し
な
い
人
な
ど

永
住
者
ま
た
は
特
別
永
住
者
の

在
留
資
格
を
有
し
な
い
外
国
籍

の
人
。
な
お
、
外
国
籍
の
人
は

採
用
後
、
公
権
力
の
行
使
ま
た

は
公
の
意
思
形
成
へ
の
参
画
に

た
ず
さ
わ
る
職
に
つ
け
ま
せ
ん
。

【
試
験
・
日
時
・
会
場
】

試
験
　
作
文
及
び
面
接

日
時
　
１
月
30
日

午
前
９
時
〜

会
場
　
上
野
総
合
市
民
病
院

【
受
付
期
間
】

１
月
４
日

〜
20
日

職種・資格・採用予定人数等

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）
の

間
に
所
定
の
申
込
用
紙
に
よ
り
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
必
ず

書
留
郵
便
と
し
、
１
月
17
日

ま

で
の
消
印
が
あ
る
も
の
を
有
効
と

し
ま
す
。

【
そ
の
他
】

１
採
用
予
定
日
は
平
成
17
年
４
月

１
日
ま
た
は
平
成
17
年
５
月
１

日
で
す
。

２
給
与
及
び
勤
務
条
件
は
伊
賀
市

の
条
例
及
び
規
則
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
ま
す
。

看
護
師
は
休
日
勤
務
、
夜
間
勤

務
を
伴
う
交
代
制
勤
務
で
す
。

【
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
】

〒
５
１
８
・
８
５
０
１

伊
賀
市
上
野
丸
之
内
１
１
６
番
地

伊
賀
市
総
務
部
職
員
課

22
・
９
６
０
５

〒
５
１
８
・
０
８
２
３

伊
賀
市
四
十
九
町
８
３
１
番
地

伊
賀
市
立
上
野
総
合
市
民
病
院

庶
務
課
　
　
　

24
・
１
１
１
１

※
申
込
用
紙
は
、

伊
賀
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w

w
w
.city
.ig
a.lg
.jp
/

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
市
民
病
院
臨
時
職
員
募
集

伊
賀
市
立
上
野
総
合
市
民
病

院
で
は
「
臨
床
検
査
技
師
」
の

ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
人
数
】
１
人

【
採
用
予
定
時
期
】

平
成
17
年
４
月

【
募
集
期
間
】

募
集
は
１
月
５
日

か
ら
と

し
、
採
用
を
決
定
次
第
、
締
め

切
り
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

伊
賀
市
立
上
野
総
合
市
民
病
院

庶
務
課
　
　

24
・
１
１
１
１

日
米
草
の
根
交
流
サ
ミ
ッ

ト
東
海
大
会
伊
賀
市
交
流

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

募
集ジ

ョ
ン
万
次
郎
ホ
イ
ッ

ト
フ
ィ
ー
ル
ド
記
念
国
際
草

の
根
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ジ
ョ
ン
万
次
郎
と
ホ
イ
ッ
ト

フ
ィ
ー
ル
ド
船
長
と
の
出
会

い
を
日
米
の
友
好
関
係
の
原

点
と
考
え
、
日
米
両
国
民
が

個
人
レ
ベ
ル
で
直
接
話
合

い
、
心
と
心
の
触
れ
合
い
を

求
め
相
互
理
解
を
深
め
る

「
日
米
草
の
根
交
流
サ
ミ
ッ

ト
大
会
」
を
毎
年
１
回
、
日

米
交
互
に
開
催
し
て
い
ま

す
。平

成
17
年
に
開
催
さ
れ
る

第
15
回
大
会
は
東
海
地
域
で

行
な
わ
れ
、
そ
の
会
場
の
ひ

と
つ
と
し
て
伊
賀
市
で
も
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
等
の
交
流
事
業

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
交
流
事
業

へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

文
化
国
際
課22

・
９
６
２
４
　



事業所名
大黒屋 中森酒店
くすりいちりき
寝具の店 糸源
自然食品ひまわり
むらい萬香園
はん 山本静松堂
有限会社 廣岡弘文堂
ユアシセイドウ みよしや
カラオケランド ぽんぽこ
株式会社 鶴萬
志摩パール
薬局ヘルスショップ としみ
高田電気合資会社
有限会社 廣岡弘文堂支店

シャイン・シモン

カラオケ喫茶 とれびあん銀
食堂 やきとり とれびあん

銀座美容室

フラワーブティック こさか

有限会社 伊勢屋食品

(有)伊勢屋食品問屋町販売所

エコシール制度加盟店名（平成16年2月2日～平成16年12月10日の間に登録）
取組内容

レジ袋辞退
レジ袋辞退
レジ袋の辞退･仕立替の注文
レジ袋・化粧箱の辞退
レジ袋・サービス袋・包装資材を辞退
不要になった印鑑・表札を持参者
印鑑の刻替・廃棄印鑑・表札の持参者・化粧箱辞退者
レジ袋辞退・簡易包装者
店主催の行事参加者で､ごみの分別協力者
リターナブル容器（油ビンを除く）持参者
貴金属のリフォーム・修理依頼者
マイバック持参者等に支給
修理依頼者（1,000円に付き１枚支給）
印鑑の刻替・廃棄印鑑・表札の持参者・化粧箱辞退者
自店販売のエコ商品購入の方・自店が参加する環境イ
ベントに手伝いをしてくれた方
店主催の行事の際にごみの分別をしてくれた人
すべてを食べてもらった方にシールを渡す
シャンプー･トリートメント・毛染めをしてくれた方
と自店販売の容器の空を持参の方
包装紙､レジ袋の辞退・環境植物購入者・アレンジや
デザインをする器を持参の方
油揚げ製造により出来る廃食油の一部をリサイクルし
て造られた自然や身体に優しい粉石けん購入者
油揚げ製造により出来る廃食油の一部をリサイクルし
て造られた自然や身体に優しい粉石けん購入者

住　所
上野小玉町3089-1
上野小玉町3087-1
上野車坂町761
上野丸之内33-5
上野小玉町3130
上野恵美須町1580-2
上野新町2765
佐那具町915
小田町2009-1
上野中町2987-2
上野恵美須町1616
緑ヶ丘本町757-3
上野忍町2561
上野丸之内57-4

長田1018

才良319-1
才良319-1

上野恵美須町1613-1

上野恵美須町1562-3

緑ヶ丘本町4164-1

問屋町51

事業所名
伊賀上野NINJAフェスタ実行委員
会
上野市環境保全市民会議
比自岐地区連絡協議会

取組内容
NINJAフェスタ2004栄養たっぷりにん忍汁において
お椀や箸を持参の人
クリーンウォーキング等市民会議主催の行事参加者
地区内諸行事の後片付け等環境美化運動従事者

住　所

上野丸之内116
比自岐529

エコシール制度加盟団体名（平成16年2月2日～平成16年12月10日の間に登録）

消費者
（市民）

エコシール制度加盟店 市役所

100円として使用された台紙付きシール

100円換金

エコシール購入代金

エコシール

エ
コ
シ
ー
ル
を
20
枚
集
め
る
と
、
10
0円
と
し

て
エ
コ
シ
ー
ル
制
度
加
盟
店
で
使
用
で
き
ま
す

そ
の
事
業
所
が
推
奨
す
る
環
境
取

組
に
参
加
す
る
と
エ
コ
シ
ー
ル
が

も
ら
え
ま
す

エ
コ
シ
ー
ル
が
も
ら
え
ま
す

環
境
美
化
な
ど
市
が
推
奨
す
る
事
業
に

参
加

2020広報いが市
2005. 1. 5

■エコシール活動って、何？
環境活動取組店の自主活動の一つに、市
が推奨するエコシール活動があります。
これは大型店舗で行われている買物袋ス
タンプカードと同じシステムですが、この
エコシール活動はレジ袋の辞退だけでな
く、登録事業所によって、さまざまな環境
活動取組内容があります。その取組内容は、
広報紙やホームぺージ等でお知らせします
ので、市民の皆さんもエコシール活動にぜ
ひ参加してください。
この環境活動に参加するとエコシールが
もらえ、シールを20枚集めると、100円
として使用することができます。また、こ
のシールは環境活動取組店全店共通です。
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事業所名
大黒屋 中森商店
寝具の店 糸源
自然食品ひまわり
むらい萬香園
くすり いちりき
上野ハウス株式会社
はん 山本静松堂
有限会社 廣岡弘文堂
ユアシセイドウ みよしや
カラオケランド ぽんぽこ

■環境活動取組店一覧（平成16年4月2日～平成16年9月30日の間に登録）
事業所名

株式会社 鶴萬
有限会社 桶七商店
志摩パール
薬局ヘルスショップ としみ
高田電気合資会社
吉沢洋服店
イオン㈱ ジャスコ伊賀上野店
有限会社 廣岡弘文堂支店
シャイン・シモン
カラオケ喫茶 とれびあん銀

事業所名
食堂やきとり とれびあん
銀座美容室
フラワーブティック こさか
株式会社 百五銀行佐那具支店
株式会社 百五銀行城北支店
松永建設
有限会社 伊勢屋食品（問屋町販売所）
有限会社 伊勢屋食品
株式会社 ミエ安全

【問い合わせ】本庁環境政策課　 22-9637

■環境活動取組店になるには
環境活動取組店は、簡易包装の推進、廃棄物を抑えるための取組、買物袋持参の奨励、

省エネルギー対策など44の活動の中から５つ以上の取組活動と１つ以上の自主活動を各事
業所で決め、市へ環境活動取組店の宣言書を提出します。
市は、その宣言書により、環境活動取組店として認めた事業所には、登録と同時に認定

書を交付します。その時点で、環境活動取組店となります。

伊賀市では、環境にやさしい活動に取り組む事業所を環境活動取組店として認定しています。

■環境活動を率先する事業所として、三重県電器商業組合上野支部に加盟の
下記の事業所が環境活動取組店に登録されました。
（平成16年10月1日～平成16年12月10日の間に登録）

事業所名
池住電器
大北電気
川崎電化センター
関西無線
佐田電気
彩電館シオタ
正札屋
広島テレビ店
フクタデンキ
彩電館フルキ
マツオカ電器
マツナガ電化サービス
三鳩電機商会
南出通信工業
森電機商会
電化と通信のヤマグチ
山下デンキ
吉岡燃料店

住　所
上野恵美須町1538-1
上野恵美須町1677-5
上野紺屋町3137
上野田端町926
上野西忍町2520-10
上野小玉町3059-2
上野東町2975
上野丸之内39
緑ヶ丘本町4161
上野赤坂町299
上野恵美須町1543
上野農人町429-7
上野紺屋町3159
上野下幸坂町3888
上野桑町1369-3
上野西町3399
緑ヶ丘本町1639-1
平野東町43

事業所名
彩電館はんだ
おくのラジオ店
岡村電器店
井之坂商店
西尾デンキ
デンキの高田
東商店
菱幸電化サービス
キタセン
柘植電気工業所
フジサワ電化
田矢電機店
増井電気商会
宮本電器
モモズミ電器商会
電化の奥出
ライフステージサワ

住　所
市部500
千歳113-7
三田950-10
東高倉234-2
上野丸之内1-48
沖18-3
平田429
平田350
柘植町2310
柘植町1755-1
下柘植139-1
円徳院1319
馬場1070-1
馬場259
島ヶ原682
長田2669
希望ケ丘西3-1-20
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市県民税（4期）
国民健康保険税（8期）

市県民税（4期）
国民健康保険税（10期）

市税等（9期・1月分）

市県民税（4期）

市県民税（4期）
国民健康保険税（9期）

市県民税（4期）
国民健康保険税（10期）

INFORMATIONINFORMATION

Iga City Office
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１
１
０
番
は
、
事
件
、
事
故
発

生
時
に
、
緊
急
に
警
察
に
通
報
す

る
電
話
で
す
。

１
１
０
番
通
報
す
る
際
に
は
、

何
が
あ
っ
た
か

い
つ
、
ど
こ
で

犯
人
の
特
徴
、
逃
走
方
法
、
逃

走
手
段

1月10日は

「110番の日」です。

配偶者暴力防止法が改正さ
れました。
保護命令の対象を子どもや

離婚した元配偶者まで拡大す
るとともに、退去命令の期間
を2カ月に延長することなどを
柱とした改正法が成立し、平
成16年12月2日に施行されま
した。
改正の主な内容
「配偶者からの暴力」

の定義の拡大
保護命令制度の拡充
被害者の自立支援の明確化

等
暴力被害者支援情報サイト
http://www.gender.go.jp/e-
vaw/index.htm
【問い合わせ】
福祉政策課　　 22-9654
男女共同参画課 22-9632

あ
な
た
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

連
絡
先

等
を
は
っ
き
り
と
簡
潔
に
説
明
し

て
く
だ
さ
い
。

特
に
、
発
生
場
所
を
説
明
し
て

い
た
だ
く
際
に
は
、
近
く
の
大
き

な
建
物
等
の
目
標
物
、
路
線
名
、

電
柱
等
の
番
号
な
ど
を
確
認
し
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
こ
数
年
、
携
帯
電
話
の
普
及

か
ら
、
１
１
０
番
通
報
件
数
が
急

増
し
て
い
ま
す
。
緊
急
で
な
い
事

件
、
事
故
に
関
す
る
相
談
は
、
警

察
総
合
相
談
電
話
、上
野
警
察
署
、

名
張
警
察
署
ま
た
は
お
近
く
の
交

番
・
駐
在
所
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
警
察
総
合
相
談
電
話

０
５
９
・
２
２
４
・
９
１
１
０

♯
９
１
１
０（
デ
ジ
タ
ル
回
線
用
）

上
野
警
察
署

21
・
０
１
１
０

名
張
警
察
署

62
・
０
１
１
０

市
で
は
本
年
度
、
宝
く
じ
の
助

成
金
を
受
け
、
誰
も
が
気
軽
に
取

り
組
め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
用
具

を
購
入
し
ま
し
た
。
各
地
区
の
ス

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
用
具
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

ポ
ー
ツ
大
会
や
ス
ポ
ー
ツ
教
室

で
、
多
世
代
交
流
イ
ベ
ン
ト
等
で

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
購
入
し
た
用
具
】

①
キ
ン
ボ
ー
ル
セ
ッ
ト

②
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
セ
ッ
ト

③
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

セ
ッ
ト

④
ペ
タ
ン
ク
セ
ッ
ト

⑤
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
セ
ッ
ト

⑥
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

【
問
い
合
わ
せ
】

借
用
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
、
①
お
よ
び
②
は
ゆ
め
ド
ー
ム

う
え
の
（

22
・
０
５
９
０
）
、

③
〜
⑥
は
上
野
運
動
公
園
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー（

23
・
５
１
９
１
）

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
種
目

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
伊

賀
市
教
育
委
員
会
事
務
局
上
野
分

室
（

22
・
９
６
８
０
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
宅
用
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
設
置
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
へ

の
補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
の

で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
応
募
資
格
】

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
の
「
住

宅
用
太
陽
光
発
電
導
入
基
盤
整
備

事
業
補
助
金
交
付
規
程
」
に
基
づ

く
平
成
16
年
度
の
補
助
を
受
け
、

次
の
い
ず
れ
か
の
事
業
を
行
う
方

市
内
の
自
ら
が
居
住
、
又
は
居

住
す
る
予
定
の
住
宅
に
住
宅
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

が
設
置
さ
れ
た
市
内
の
新
築
住

宅
を
購
入

【
補
助
金
額
】

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
補
助
金
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

本
庁
環
境
政
策
課

発
電
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り

１
万
円

※
上
限
４
キ
ロ
ワ
ッ
ト

最
高
４
万
円

補
助
申
請
総
額
が
予
算
を
上
回

っ
た
場
合
は
、
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

【
応
募
期
限
】
２
月
28
日

【
申
請
方
法
】

市
の
補
助
金
交
付
申
請
書
に
必

要
な
書
類
を
添
付
し
、
本
庁
環
境

政
策
課
ま
た
は
各
支
所
生
活
環
境

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

環
境
政
策
課

22
・
９
６
３
７



市町村合併により、昨年の11月１日から島ヶ原の郵
便番号が変更になりました。
行政区別の郵便番号もご利用いただけますが、なる

べく島ヶ原全域の郵便番号 をご使用くだ
さい。

■
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

【
と
　
き
】

１
月
29
日

〜
２
月
26
日

５
回
）

午
前
９
時
30
分
〜
12
時

【
と
こ
ろ
】

上
野
運
動
公
園
体
育
館

【
講
　
師
】

伊
賀
市
上
野
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協

会
員

【
対
象
者
】

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

30
人

【
参
加
費
】
１
５
０
０
円

（
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

【
持
ち
物
】

ラ
ケ
ッ
ト
（
持
っ
て
い
な
い
方

は
貸
し
出
し
ま
す
）
、
タ
オ
ル
、

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
運
動
の
で
き

る
服
装

■
健
康
法
講
習
会
「
３
Ｂ
体
操
」

【
と
　
き
】

１
月
30
日

１
時
30
分
〜

（
午
後
１
時
〜
受
付
）

【
と
こ
ろ
】

上
野
西
小
学
校
体
育
館

2323 広報いが市
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バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
と

健
康
法
講
習
会
「
３
Ｂ

体
操
」
の
受
講
者
を
募
集

教
育
委
員
会
上
野
分
室

【
講
　
師
】

日
本
３
Ｂ
体
操
協
会
三
重
県

支
部
伊
賀

【
対
象
者
】

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

（
小
学
生
以
上
）

30
人

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

【
参
加
費
】
５
０
０
円

（
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

【
持
ち
物
】

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、

運
動
の
で
き
る
服
装

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

１
月
５
日

〜
１
月
20
日

の

間
に
、
ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ

ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
教
室
名
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
を
ご
記
入
の
上
、

〒
５
１
８
・
８
５
０
１
　

伊
賀
市
上
野
丸
之
内
１
１
６
番
地
　

伊
賀
市
教
育
委
員
会
上
野
分
室

22
・
９
６
８
０

22
・
９
６
９
２

E
-m
ail

ukyoui@
city.iga.lg.jp

へ
お
申
込
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り

ま
す
。

伊
賀
介
護
保
険
通
信
「
す
く
ら
む
」
最
終
号
の
中
で
、
２
ペ
ー
ジ
目
中
段
に
記
載
の
取
扱
金
融
機
関
等
の
「
北
伊
勢
信
用
金
庫
」
と
あ
る
の
は
「
北
伊
勢
上
野
信
用
金
庫
」
の
誤
り
で
し
た
の
で
、
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
訂
正
い
た
し
ま
す
。

訂
正
と

お
詫
び

三重県知事が県内の市町村に出向いて皆さんと語り
合う「知事と語ろう本音でトーク」が伊賀市で開催さ
れます。
参加申し込みは不要ですが、事前にご意見をいただ
ける方は所定の様式（伊賀市役所、伊賀県民局にあり
ます）にご記入いただきＦＡＸか郵送、またはＥ-mail
で参加される日の１週間ほど前までにお送りくださ
い。
【送信先】〒514－8570 津市広明町13番地

三重県広聴広報室 Fax059-224-2032
E-mail : koho@pref.mie.jp

【と　き】2月11日（祝・金） 午後1時～3時
【ところ】青山ホール（阿保1411-1）
【問い合わせ】
伊賀県民局企画調整部地域計画・防災室

24-8003 24-8010

11月1日から

郵便番号

519ー1701
519ー1702
519ー1703
519ー1704
519ー1705
519ー1706
519ー1707
519ー1708

住　所

伊賀市島ヶ原

行政区
及び通称

川　南
不見上
山　菅
町
中　村
奥　村
大　道
中　矢

10月31日まで

郵便番号

519ー1700
519ー1701
519ー1702
519ー1703
519ー1704
519ー1705
519ー1706
519ー1707
519ー1708

【問い合わせ】 島ヶ原郵便局 59-2500

点
字
技
術
を
習
得
す
る
こ
と

で
、
点
字
図
書
の
充
実
を
図
り
、

視
覚
障
害
者
福
祉
の
増
進
を
目
的

と
し
ま
す
。

本
庁
福
祉
政
策
課

点
字
奉
仕
員
養
成
講
習
会

受
講
者
募
集

【
と
　
き
】

２
月
４
日

、
18
日

、

２
月
23
日

３
月
２
日

、
11
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
計
５
回
）

【
と
こ
ろ
】

三
重
県
人
権
セ
ン
タ
ー
３
階
大

セ
ミ
ナ
ー
室

【
対
象
者
】

県
内
に
居
住
す
る
18
歳
以
上
の

者
で
、
５
回
の
講
習
会
に
参
加
で

き
視
覚
障
害
者
の
福
祉
に
理
解
と

熱
意
の
あ
る
人
。

な
お
、
こ
の
講
習
会
受
講
者
を

対
象
に
平
成
17
年
４
月
か
ら
１
年

間
の
予
定
で
中
級
講
習
会
を
行
い

ま
す
。

【
募
集
人
数
】

50
人

【
受
講
料
】

テ
キ
ス
ト
代
　
６
３
０
円

初
め
て
点
字
を
学
習
す
る
方

は
、
点
字
器
１
５
０
０
円
が
必
要

で
す
。

【
申
込
期
限
】
１
月
14
日

【
申
し
込
み
】

各
支
所
の
健
康
福
祉
課

た
だ
し
、
伊
賀
支
所
は
、
い
が

ま
ち
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
。

【
問
い
合
わ
せ
】

三
重
県
点
字
図
書
館
　

０
５
９
・
２
２
８
・
６
３
６
７
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やまなみグリーネ管弦楽団の演奏やピアノ演
奏、女声合唱など、クラッシックから最近話題の
曲まで、お楽しみいただけるプログラムをご用意
しています。
【と　き】１月23日（日）

午後1時30分開演（午後1時開場）
【ところ】青山ホール
【入場料】無　料
【問い合わせ】青山支所地域振興室 52－3224

市民の皆さんが中心となって行うまちづくりに
ついて考えてみませんか？
【と　き】１月17日（月） 午後7時～9時30分
【ところ】島ヶ原会館ふれあいホール
【演　題】「なぜ、今、住民自治協議会か？

～少子高齢化のなかの島ヶ原と伊賀市～」
【講　師】四日市大学総合政策学部

総合政策学科教授　岩崎恭典さん
（伊賀市市民活動支援センター検討委員会副委員長）

【参加費】無料※どなたでもご参加いただけます。託児室を用意
しますので、ご利用される方は事前にご連絡ください。

【問い合わせ】島ヶ原支所生活環境課市民生活係
59－2109

建築無料相談会（無料）
【と　き】1月23日 午前10時～午後4時
【ところ】中央公民館2階ホール
【相談内容】木造住宅耐震相談、バリアフリー、
シックハウス、その他住宅一般について
【相談員】 三重県建築士事務所協会伊賀支部会員
【問い合わせ】

三重県建築士事務所協会伊賀支部 22-1078

ヘ
ル
シ
ー
郷
土
食

料
理
教
室
参
加
者
募
集

【
と
　
き
】

１
月
25
日

〜
３
月
15
日

毎
週
火
曜
日
（
計
８
回
）

上
野
支
所
地
域
振
興
課

健
康
づ
く
り
に
対
す
る
関
心
を

高
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
食

生
活
の
改
善
と
地
産
地
消
の
一
層

の
促
進
を
図
る
た
め
、
ヘ
ル
シ
ー

郷
土
食
コ
ン
ク
ー
ル
」
入
賞
作
品

の
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

【
と
　
き
】

１
月
28
日

、
２
月
22
日

、

３
月
８
日

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

【
と
こ
ろ
】

上
野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

４
階
調
理
室

【
定
　
員
】
30
人

上
野
支
所
健
康
福
祉
課

【
調
理
材
料
代
・
実
費
徴
収
】

一
回
　
８
５
０
円

【
申
し
込
み
締
切
日
】

１
月
25
日

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

上
野
支
所
健
康
福
祉
課
健
康
推

進
係
（

22
・
９
６
５
３
）（

26
・
０
１
５
１
）
へ
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

※
駐
車
場
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
公
共
交
通
機
関
の
ご
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
講
座

受
講
者
募
集

平
成
17
年
２
月
１
日
現
在
で
、

農
林
業
の
国
勢
調
査
と
い
わ
れ
る

「
２
０
０
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。こ
の
調
査
は
、

今
後
の
農
林
業
の
政
策
に
役
立
て

る
た
め
に
、
５
年
ご
と
に
実
施
さ

れ
る
極
め
て
大
切
な
調
査
で
す
。

１
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
農
林

業
関
係
者
の
方
々
を
訪
問
し
て
、

調
査
票
に
農
林
業
の
経
営
状
況
な

ど
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
調

査
票
に
記
入
さ
れ
た
事
項
に
つ
い

て
は
、
統
計
以
外
の
目
的
に
は
使

用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

上
野
支
所
総
務
課22

・
９
６
１
０

伊
賀
支
所
総
務
課45

・
９
１
１
１

島
ヶ
原
支
所
総
務
振
興
課

59
・
２
０
５
３

阿
山
支
所
総
務
課43

・
１
５
４
３

大
山
田
支
所
総
務
課

47
・
１
１
５
０

青
山
支
所
総
務
振
興
課

52
・
１
１
１
４

２
０
０
５
年
農
林
業
セ
ン

サ
ス
（
農
林
業
の
国
勢
調

査
）
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

本
庁
総
務
課

英
国
の
伝
統
的
な
ア
フ
タ
ヌ
ー

ン
テ
ィ
ー
を
体
験
し
よ
う
！

【
と
　
き
】

２
月
13
日

午
後
２
時
〜
４
時
30
分

【
と
こ
ろ
】

伊
賀
市
中
央
公
民
館
　

２
階
ホ
ー
ル

【
内
　
容
】

紅
茶
の
歴
史
、
習
慣
、
エ
チ
ケ

ッ
ト
を
簡
単
な
芝
居
を
交
え
て
、

国
際
交
流
員
ジ
ョ
ン
と
パ
ト
リ
ッ

ク
が
紹
介
し
ま
す
。

【
定
　
員
】
35
人
（
高
校
生
以
上
）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
主
催

者
で
抽
選
し
後
日
、連
絡
し
ま
す
。

【
参
加
費
】
一
人
　
５
０
０
円

※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

１
月
28
日

ま
で
に
、
電
話
で

文
化
国
際
課（

22
・
９
６
２
４
）

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

本
庁
文
化
国
際
課

英
国
風
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ

ィ
ー
参
加
者
募
集

午
後
７
時
〜
９
時

【
と
こ
ろ
】

伊
賀
市
中
央
公
民
館
　
講
座
室

【
内
　
容
】
日
常
会
話

【
講
　
師
】

上
野
市
国
際
交
流
協
会
　

弘
中
ク
リ
ス
チ
ア
ネ
さ
ん
　
他

【
対
　
象
】
高
校
生
以
上

【
定
　
員
】
30
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
主
催

者
で
抽
選
し
後
日
、連
絡
し
ま
す
。

【
受
講
料
】
無
料

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

１
月
18
日

ま
で
に
、
電
話
で

上
野
支
所
地
域
振
興
課
（

22
・

９
６
２
３
）
ま
た
は
上
野
市
国
際

交
流
協
会
（

22
・
９
６
２
９
）

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。



恒例の伊賀地区駅伝競走大会まで、ひと月
足らずとなりました。今年も、選手の皆さん
の熱い思いがタスキに込められて繋がれてい
きます。市民の皆さん、ご声援をよろしくお
願いします。

【と　き】
１月30日（日）午前8時30分～　開会式

【ところ】
伊賀市ゆめぽりすセンター前
スタート・ゴール

【コース】
◇男子〔6区間：23.7km〕
ゆめぽりすセンター～蓮池＜折り返し＞～
四十九町～ゆめぽりすセンター
◇女子、中学男子、中学女子
〔5区間：12.5km〕
ゆめぽりすセンター～下友生＜折り返し＞
～四十九町～ゆめぽりすセンター

【参加資格】
◇男子　伊賀地区に在住または在勤・通学す

る方（ただし、高校生・大学生は１
チーム2人まで）

◇女子　伊賀地区に在住または在勤・通学す
る方（ただし、中学生を除く）

◇中学男子・女子　伊賀地区の中学校に在籍
する方（学校単位のチーム）

【参加料】
◇男子　　　　　　 10,000円
◇女子　　　　　　　5,000円
◇中学男子・女子　　3,000円
【申し込み・問い合わせ】
申し込み締め切り日　１月13日（木）
※申し込み書類一式は、各分室に設置してい
ます。
伊賀市教育委員会事務局　

上野分室　　 22-9680
青山分室　　 52-1110
阿山分室　　 43-1380
伊賀分室　　 45-9116
大山田分室　 47-0551
島ヶ原分室　 59-2058

【
と
　
き
】

２
月
16
日

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

【
と
こ
ろ
】

青
山
保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
実
習
室

【
内
　
容
】

「
は
れ
の
日
の
料
理
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
調
理
実
習
と
講
義

【
参
加
費
】

５
０
０
円
（
調
理
実
習
代
）

【
対
　
象
】

栄
養
に
関
心
の
あ
る
市
民
の
方

【
定
　
員
】
30
人

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

２
月
９
日

ま
で
に
電
話
で
青

第
８
回
健
康
栄
養
教
室

参
加
者
募
集

青
山
保
健
セ
ン
タ
ー
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上
野
丸
之
内
地
内
に
お
い
て
計

画
し
て
い
る
上
野
市
駅
前
地
区
市

街
地
再
開
発
事
業
及
び
こ
れ
に
関

連
す
る
都
市
計
画
道
路
の
追
加
、

高
度
利
用
地
区
の
指
定
に
つ
い

て
、
そ
の
都
市
計
画
の
素
案
を
縦

覧
す
る
と
と
も
に
、
縦
覧
期
間
中

に
意
見
申
出
書
の
提
出
が
あ
っ
た

場
合
は
、公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
素
案
の
縦
覧

【
素
案
の
名
称
】

①
上
野
都
市
計
画
上
野
市
駅
前
地

区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

②
上
野
都
市
計
画
高
度
利
用
地
区

（
上
野
丸
之
内
駅
前
地
区
）

③
上
野
都
市
計
画
道
路

（
３
・
４
・
17
号

上
野
丸
之
内
駅
前
広
場
線
）

【
縦
覧
期
間
】

１
月
14
日

〜
１
月
28
日

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

【
縦
覧
場
所
】

本
庁
事
業
調
整
課
都
市
計
画
係

（
北
庁
舎
３
階
）

上
野
支
所
建
設
課
都
市
計
画
係

（
北
庁
舎
３
階
）

伊
賀
支
所
建
設
課
都
市
計
画
係

島
ヶ
原
支
所
建
設
産
業
課
建
設
係

阿
山
支
所
建
設
課
管
理
係

大
山
田
支
所
建
設
課
建
設
係

青
山
支
所
建
設
課
管
理
指
導
係

■
公
聴
会

公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
よ
う
と

す
る
方
は
、
縦
覧
期
間
中
（
当
日

消
印
有
効
）
に
意
見
申
出
書
を
市

長
あ
て
で
、
伊
賀
市
事
業
調
整
課

都
市
計
画
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。意

見
申
出
書
の
提
出
が
な
い
場

合
は
、
公
聴
会
を
中
止
し
ま
す
。

（
中
止
の
場
合
は
、
１
週
間
前
に

そ
の
旨
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
す
。）

【
と
　
き
】

２
月
11
日

午
後
１
時
　
開
会

【
と
こ
ろ
】

伊
賀
市
勤
労
者
福
祉
会
館

（
上
野
丸
之
内
１
８
２
の
３
）

【
問
い
合
わ
せ
】

事
業
調
整
課
都
市
計
画
係

22
・
９
８
２
５

な
お
、
当
事
業
と
関
連
す
る
上

野
都
市
計
画
道
路
（
３
・
４
・
８

号
伊
賀
上
野
橋
新
都
市
線
）
の
都

市
計
画
の
素
案
に
つ
い
て
も
、
三

重
県
に
お
い
て
当
素
案
と
同
じ
期

間
縦
覧
し
、
期
間
中
に
意
見
申
出

書
の
提
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

公
聴
会
を
当
公
聴
会
と
合
同
で
開

催
し
ま
す
。

※
素
案
の
概
要
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

都
市
計
画
の
素
案
の
縦
覧

と
公
聴
会
の
開
催

本
庁
事
業
調
整
課

山
保
健
セ
ン
タ
ー
（

52
・
２
２

８
０
）
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

広
報
い
が
市
12
月
号
の
中
で
、
11
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
文
中
、
下
か
ら
２
行
目
の
「
新
井
栄
一
さ
ん
」
は
「
新
井
英
一
さ
ん
」
の
誤
り
で
し
た
。
ま
た
、
裏
表
紙
に
掲
載
の
伊
賀
市

の
文
化
財
１
で
「
射
出
神
社
十
三
重
塔
」
は
「
射
手
神
社
十
三
重
塔
」
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
も
と
に
訂
正
い
た
し
ま
す
。

訂
正
と

お
詫
び



検診・相談名

乳幼児検診

乳幼児発達検診
股関節脱臼検診

1歳6カ月健診

3歳児健診
（3歳6カ月）

赤ちゃん相談・
こども相談

すくすくひろば

赤ちゃん・子ど
もなんでも相談
赤ちゃん相談・
栄養相談

乳幼児相談

離乳食教室

なかよし広場

対　象　・　内　容　
生後４カ月、10カ月、１歳、１歳６カ月、２歳児。
※生後4カ月、10カ月児は、なるべく受診してください。

生後４カ月、10カ月、１歳６カ月児。

対象児には通知します。
母子手帳をご持参ください。

対象児には通知します。
母子手帳をご持参ください。

対象児には通知します。
母子手帳をご持参ください。

対象児には通知します。
母子手帳をご持参ください。

対象児には通知します。
母子手帳と健診票をご持参ください。

乳幼児の計測と相談。
母子手帳をご持参ください。

乳幼児の計測と相談。
母子手帳をご持参ください。

乳幼児の計測と相談。
母子手帳をご持参ください。

乳幼児の計測と相談。
母子手帳をご持参ください。

乳幼児の計測と相談。母子手帳をご持参ください。
3日 は7カ月まで、10日 は8カ月から。

離乳食の話と試食。
2月は初期・中期
※無料の遊びの広場です。随時、保健師が相談
に応じます。

と　こ　ろ
市立上野総合市

民病院小児科

市立上野総合市

民病院整形外科

阿山医師会館

島ヶ原老人福祉

センター

阿山医師会館

島ヶ原老人福祉

センター

青山保健センタ

ー

阿山保健福祉セ

ンター

島ヶ原老人福祉

センター

大山田保健セン

ター

青山保健センタ

ー

上野ふれあいプ

ラザ2階

上野ふれあいプ

ラザ2階

上野ふれあいプ

ラザ2階

と　　き
1月18日（火）、25日（火）、2月1日（火）、
8日（火）、15日（火）午後1時30分～2時
1月18日（火）、2月1日（火）、15日（火）
午後1時～2時
1月18日（火)
午後1時～1時30分
1月27日（木）
午後1時30分～2時
1月20日（木）
午後1時30分～2時30分
1月27日（木）
午後2時～2時30分
2月8日（火）
午後1時～1時30分
1月17日（月）、2月14日（月)
午前10時～11時30分
1月19日（水)
午前10時～11時
1月26日（水)
午前9時30分～11時
2月1日（火)
午前10時～11時
2月3日（木)、10日（木）
午前9時30分～10時50分
2月3日（木)
午前11時10分～11時40分
1月21日（金)、2月4日（金）
午前10時～11時30分
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青山保健センター運動施設には、健康増進のため
の歩行用温水プール、トレーニングルーム、フィッ
トネスルームがあります。
指導は、専門の指導員が行います。体力づくり、

健康づくり、リフレッシュにどうぞご利用ください。

初めて運動施設を利用される方へ
まず、初めに利用講習会をお受けください。プー

ルやマシーンの使い方、トレーニング方法、教室の
予約方法、利用にあたっての注意事項について説明
いたします。
講習を受けられた方には、講習修了証をお渡しし

ます。運動施設の利用の際には、この講習修了証が
必要となります。
【問い合わせ】
青山保健センター運動施設　 ���������

���������
�������	�

��������
���������
���������52－4100

青山保健センター　　　　　 ���������
���������
�������	�

��������
���������
���������52－2280

使用対象者
開館日
開館時間

休館日
使用料

中学生以上
火曜日～日曜日
午前10時～午後9時
（日曜日・祝日のみ午後7時まで）
月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日）
中学生以上18歳未満　　　250円
18歳以上65歳未満　　　　500円
65歳以上　　　　　　　　300円
障害者手帳をお持ちの方　250円
市外利用者（一律） 800円

■利用案内
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1月21日（金）午前10時～10時40分（上野ふれあいプラザ2階）
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1月24日（月）午後1時30分～3時　（ライトピアおおやまだ）
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1月25日（火）午前9時30分～11時 （下柘植かがやきの郷）
����

����

�������
�������
���������
���������
�������
�������
���	

����


2月 8日（火）午後1時30分～3時30分（いがまち保健福祉センター）

医療機関名
岡波総合病院
上野総合市民病院
岡波総合病院
岡波総合病院
岡波総合病院
上野総合市民病院

1月16日（日）
1月23日（日）
1月30日（日）
2月 6日（日）
2月11日（金）
2月13日（日）

電話番号
21-3135
24-1111
21-3135
21-3135
21-3135
24-1111

ふくじゅえん在宅
介護支援センター
在宅介護支援セン
ターおかなみ
在宅介護支援セン
ターなしのき
在宅介護支援セン
ター彩四季
在宅介護支援セン
ターいがのしろ
市民病院在宅介護
支援センター
在宅介護支援セン
ターふれあい
いがまち在宅介護
支援センター
島ヶ原在宅介護支
援センター
あやま在宅介護支
援センター
在宅介護支援セン
ターあやま
おおやまだ在宅介
護支援センター鶴寿園
在宅介護支援セン
ターあおやま
在宅介護支援セン
ターゆうあい

福寿園併設
（西山）
老健おかなみ併設
（上野桑町）
第二梨ノ木園併設
（朝屋）
彩四季併設
（市部）
さわやか園併設
（山出）
上野総合市民病院
併設（四十九町）
伊賀市社会福祉協
議会内（上野中町）
いがまち保健福祉
センター内（愛田）
老人保健センター
清流内（島ヶ原）
ぬくもり園併設
（馬場）
阿山保健福祉セン
ター内（馬場）
鶴寿園併設
（真泥）
森の里併設
（腰山）
青山福祉センター
内（阿保）

24-7158

21-8000

22-0505

26-0011

22-0001

22-1119

21-1112

45-1013

59-3030

43-2300

43-1854

46-1021

54-1331

52-2999

相　談　名
サラ金・クレジ
ット問題相談
家庭児童相談
女性相談
ふれあい相談
（教育相談）

交通事故相談

緑（園芸）の相談

心身障害者
職業相談

心身障害相談
および中途失明
者歩行訓練相談

社会保険事務
相談
こころの健康
相談
人権・心配・悩み
相談
高齢者の就業
相談（シルバー人材センター）

職業相談
（ハローワーク上野）

1月27日（木）（予約制） ���������
���������
�������	�

��������
���������
���������22-9638

午後1時～4時（上野支所生活環境課）
月～金曜日（祝日を除く）
午前9時30分～午後5時
火～金曜日（祝日を除く）
午前9時～午後4時
1月20日（木）
午後1時～3時
1月24日（月）、2月14日（月）
午後1時～4時
1月20日（木）
午後1時30分～4時

2月2日（水）
午後1時～4時

1月21日（金）、2月2日（水）
午前10時15分～午後2時45分
1月27日（木）
午後2時～4時
毎週水曜日
午前9時30分～午後4時30分
1月18日（火）（予約制）���������

���������
�������	�

��������
���������
���������24-5800

午後2時～3時30分
毎週金曜日（祝日の時、前日）
午後1時30分～3時30分

上野ふれあいプラザ
3階相談室

市役所本庁南庁舎
中2階 福祉政策課
上野ふれあいプラザ
青少年センター内

市役所本庁南庁舎
1階　第1会議室

市役所本庁南庁舎
玄関ロビー

かしの木ひろば
（上野寺町）

上野ふれあいプラザ
３階相談室

上野商工会議所

上野保健所（予約制）
���������
���������
�������	�

��������
���������
���������24-8045

津地方法務局
上野支局 ���������

���������
�������	�

��������
���������
���������21-0804

伊賀市勤労者福祉会館
シルバー人材センター

八幡町教育集会所

まず、かかり付け医へ連絡してください。
連絡が取れない場合は、表の医療機関へ連絡してください。

相談名

法律相談
（弁護士）

行政相談
（行政相談員）

人権相談
（人権擁護

委員）

心配ごと
相談
（民生委員・

児童委員）

2月10日（木）
午後1時～4時
上野ふれあいプ
ラザ3階相談室

毎週火曜日
（祝日の時、翌日）
午前9時～午後4時
上野ふれあいプ
ラザ3階相談室

2月10日（木）
午後1時30分～4時
西柘植公民館

2月10日（木）
午後1時30分～4時
西柘植公民館

1月17日（月）
午後1時30分～4時
島ヶ原老人福祉
センター

2月15日（火）
午後1時30分～4時
島ヶ原老人福祉
センター（法律相
談はありません）

2月1日（火）
午後1時30分～4時
島ヶ原老人福祉
センター

2月4日（金）
午後1時30分～4時
阿山多目的集会
施設

1月28日（金）
午後2時～4時
阿山保健福祉セ
ンター

1月20日（木）
午後1時30分～4時
大山田農村環境改
善センター

2月10日（木）
午後1時30分～4時
大山田農村環境改
善センター

1月28日（金）
午前9時～正午
青山福祉センター

1月11日（火）＊
1月18日（火）
1月28日（金）
2月 8日（火）
午前9時～正午
青山福祉センター

＊12月号に掲載も
れでした。

2727 広報いが市
2005. 1. 5
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伊
賀
市
の
遺
跡

伊
賀
市
で
は
県
下
で
も
最
多
の
２
５
４

３
カ
所
の
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

種
類
別
に
み
る
と
、
そ
の
半
数
が
古
墳

で
す
。
４
世
紀
前
半
の
築
造
が
推
定
さ
れ

る
伊
賀
最
古
の
東
山
古
墳
（
円
徳
院
）
に

始
ま
り
、
県
下
で
も
最
大
規
模
の
全
長
１

８
８
メ
ー
ト
ル
を
有
す
る
前
方
後
円
墳
で

あ
る
御
墓
山
古
墳
（
佐
那
具
）
や
、
同
じ

く
前
方
後
円
墳
で
全
長
１
２
０
メ
ー
ト
ル

の
石
山
古
墳
（
才
良
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
久
米
川
と
木
津
川
が
合
流
す
る
付

近
に
、
約
80
基
か
ら
な
る
久
米
山
古
墳
群

（
守
田
町
他
）
が
所
在
す
る
の
を
は
じ
め
、

市
内
に
は
数
多
く
の
群
集
墳
が
存
在
し
ま

す
。次

に
城
跡
が
遺
跡
数
の
約
四
分
の
一
を

占
め
ま
す
。
城
跡
と
し
て
は
、
筒
井
氏
・

藤
堂
氏
の
築
城
に
よ
る
上
野
城
跡
（
上
野

丸
之
内
）
が
あ
り
、
約
30
メ
ー
ト
ル
の
高

石
垣
を
有
し
ま
す
。
城
跡
の
多
く
は
中
世

の
城
館
・
城
郭
跡
で
、
現
在
、
本
丸
跡
が

芭
蕉
公
園
と
な
っ
て
い
る
福
地
城
跡
（
柘

植
町
）
や
、
天
正
伊
賀
の
乱
で
壮
絶
な
戦

闘
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
と
さ
れ
る
丸
山
城

跡
（
枡
川
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

他
に
は
、
古
墳
時
代
前
期
の
水
田
跡
が

発
見
さ
れ
た
北
堀
池
遺
跡
（
大
内
）
や
、

古
代
の
祭
祀
の
場
と
さ
れ
る
城
之
越
遺
跡

（
比
土
）、
律
令
諸
国
に
置
か
れ
た
国
衙
跡

と
さ
れ
る
伊
賀
国
府
跡
（
坂
之
下
）
な
ど

この広報紙は古紙配合率100％の
再生紙を使用しています。

（平成16年11月30日現在）

50,103人
53,200人

伊賀市市民憲章

私たち市民は、次の6つの原則により自治を進め、“ひとが輝く
地域が輝く”伊賀市のまちづくりの実現を目指し、この憲章を
定めます。

1. まちづくりに関する情報をみんなで共有します。
1. まちづくりには、みんなが参加できるようにします。
1. まちづくりは、みんなでつくった計画に基づき実施します。
1. まちづくりは、まず自ら行い、さらに地域内で助け合って
進めます。

1. まちづくりは、互いに連携・協力しながら進めます。
1. まちづくりの実施を評価し、次の活動に活かします。

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
西
明
寺
遺
跡
（
西

明
寺
）
内
に
所
在
す
る
伊
賀
国
分
寺
跡
・

長
楽
山
廃
寺
跡
や
、
鳳
凰
寺
廃
寺
跡
（
鳳

凰
寺
）
と
い
っ
た
寺
院
跡
、
平
安
時
代
の

末
法
思
想
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
猪
田
経
塚

（
下
郡
）、
宮
山
経
塚
（
阿
保
）
と
い
っ
た

経
塚
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
多
種
多
様
な
遺
跡
は
、
当
時

の
人
々
か
ら
現
代
の
私
達
に
残
さ
れ
た
貴

重
な
歴
史
的
財
産
で
あ
り
、
私
達
は
こ
れ

ら
の
遺
産
を
後
世
へ
伝
え
残
す
役
割
を
負

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▲上野城跡発掘調査現地説明会の様子




